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た
だ
い
ま
「
二
戸
市
総
合
計
画
」
策
定
中

「
将
来
の
二
戸
市
、
ど
う
あ
る
べ
き
!?
」
市
長
、
中
高
生
と
熱
く
語
る

　
市
は
現
在
、
来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新

総
合
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
28
日
に
は
「
中
高
生
が
描
く
二
戸
市
の

将
来
」
と
題
し
、
藤
原
淳
市
長
、
戸
舘
弘
幸
副

市
長
、
鳩
岡
矩
雄
教
育
長
が
市
内
の
中
高
生
15

人
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
藤
原
市
長
が
こ
れ
ま
で
の
市
の
ま

ち
づ
く
り
事
業
の
内
容
や
、
こ
れ
か
ら
の
市
の

展
望
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
。
続
い
て
、
中
高
生

か
ら
は
こ
れ
か
ら
の
二
戸
市
に
つ
い
て
「
職
業

の
選
択
肢
が
な
く
、
希
望
の
職
種
に
就
く
に
は

県
外
に
出
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」「
出
会
い
の

場
が
少
な
い
」「
子
育
て
し
て
い
く
た
め
の
十

分
な
支
援
が
必
要
で
は
」「
農
産
物
の
魅
力
を

も
っ
と
発
信
す
る
べ
き
」「
住
ん
で
い
る
人
が

も
っ
と
観
光
名
所
に
つ
い
て
知
り
、
Ｐ
Ｒ
し
な

け
れ
ば
」
と
い
う
、
的
確
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
藤
原
市
長
は
「
大
人
に
な
っ
て
、
今
日

い
た
だ
く
意
見
が
き
ち
ん
と
反
映
さ
れ
て
い
る

か
見
て
ほ
し
い
」
と
願
い
込
め
ま
し
た
。

　
「
ま
ず
自
分
た
ち
が
二
戸
の
魅
力
を
き
ち
ん

と
知
っ
て
、そ
れ
を
海
外
で
も
Ｐ
Ｒ
で
き
れ
ば
」

と
話
し
た
佐
藤
沙さ

耶や

花か

さ
ん（
浄
法
寺
中
３
年
）

は
「
こ
の
よ
う
な
場
に
来
れ
た
こ
と
は
、
い
い

経
験
に
な
っ
た
。
似
た
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て

い
る
人
も
い
た
し
、
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
」

と
充
実
し
た
様
子
で
話
し
ま
し
た
。

１　将来を見据え、二戸市に必要なことは何か、真剣に話し合いました　２　青木一未さん（左）、柴田康正君（右・
ともに福岡中３年）は、保育園の充実や子どもの遊び場の確保など、子育て支援についての意見を出してくれました
３　藤原市長は「広く世界を見据えて、目標に向かい果敢に挑戦してほしい」と、参加者に期待を込めました

１

２３
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二
戸
の
歴
史
に
深
く
名
を
刻
む
戦
国
武
将
、
九
戸
政
実

豊
臣
秀
吉
の
天
下
統
一
最
後
の
戦
い
で
あ
る
「
九
戸
の
乱
」
で
は
、
豊
臣
軍

六
万
五
千
に
対
し
、
わ
ず
か
五
千
の
兵
で
応
戦
し
た
と
い
わ
れ
る

二
戸
に
は
、
九
戸
政
実
に
思
い
を
は
せ
る
者
た
ち
が
い
る

昨
年
上
演
さ
れ
た
二
戸
市
民
文
士
劇
「
天
を
衝
く
」
が
、
こ
と
し
再
演
を
果
た
す

政
実
に
魅
せ
ら
れ
、
見
え
ぬ
背
中
を
追
う
、
そ
の
者
た
ち
の
姿
を
追
っ
た

九
戸
政
実
に

特
集

せ
ら
れ
た

魅

た
ち

者

九戸城　二ノ丸跡
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特
集九
戸
政
実
に

せ
ら
れ
た

魅

た
ち

者

「
糠
部
の
王
者
」
南
部
氏
と
政
実

　
か
つ
て
「
糠ぬ

か
の
ぶ部

」
と
呼
ば
れ
て
い
た
、
現
在

の
岩
手
県
北
～
青
森
県
南
地
方
。
三
戸
南
部
氏

（
以
下
、
南
部
氏
）
は
糠
部
の
領
主
た
ち
の
軍

事
同
盟
の
指
揮
官
と
し
て
土
地
を
守
り
、
勢
力

を
拡
大
し
て
い
た
。

　
し
か
し
一
方
で
、
南
部
氏
は
跡
目
争
い
が
絶

え
な
か
っ
た
。
南
部
家
第
24
代
・
晴
政
に
は
長

ら
く
男
子
が
生
ま
れ
ず
、
次
の
当
主
に
は
晴
政

の
娘
を
正
室
に
迎
え
て
い
た
信
直
を
推
す
声
も

あ
っ
た
が
、
晴
政
に
待
望
の
男
子
・
晴
継
が

生
ま
れ
る
と
、
そ
の
争
い
は
激
化
。
や
が
て

１
５
８
２
（
天
正
10
）
年
、
晴
政
の
死
去
に
よ

り
晴
継
が
第
25
代
当
主
の
座
に
つ
い
た
が
、
ほ

ど
な
く
し
て
そ
の
晴
継
が
13
歳
の
若
さ
で
亡
く

な
る
と
、
信
直
が
第
26
代
当
主
と
な
る
。

○　
　
○　
　
○

　

九
戸
氏
は
は
じ
め
、
九
戸
村
一
帯
を
統
治
。

そ
の
後
、姉
帯
、根
反
（
現
一
戸
町
）
や
福
岡
、

金
田
一
に
進
出
し
、
九
戸
城
を
本
拠
地
と
す
る

よ
う
に
な
る
。
１
５
３
６
（
天
文
５
）
年
、
九

戸
に
生
ま
れ
た
政
実
は
、
圧
倒
的
な
武
力
を

も
っ
て
次
々
と
領
地
を
拡
大
。
武
将
と
し
て
、

徐
々
に
頭
角
を
現
し
て
い
く
。

　
１
５
７
３
（
天
正
元
）
年
、
南
部
氏
と
安
東

氏
の
戦
い
で
は
、
政
実
の
活
躍
に
よ
り
見
事
鹿

角
郡
を
奪
還
。
政
実
は
戦
い
に
強
い
武
将
と
し

て
そ
の
名
を
は
せ
る
。
ま
た
一
方
で
、
南
部
家

第
25
代
当
主・晴
継
が
若
く
し
て
死
去
す
る
と
、

南
部
氏
の
重
臣
の
な
か
で
も
そ
の
勢
力
を
拡
大

し
て
い
く
が
、
信
直
と
は
、
徐
々
に
確
執
が
生

ま
れ
て
い
っ
た
。○　

　
○　
　
○

　
１
５
８
９
（
天
正
17
）
年
ま
で
は
、
信
直
の

指
揮
の
も
と
で
戦
い
、
功
績
を
上
げ
て
い
た
政

実
。
と
こ
ろ
が
翌
年
、
南
部
の
領
地
だ
っ
た
津

軽
で
、
郡
代
（
南
部
の
仕
官
）
の
家
臣
だ
っ
た

大
浦
為
信
が
独
立
し
て
津
軽
を
占
領
、
津
軽
為

信
と
名
乗
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
信

直
は
津
軽
征
伐
の
軍
を
出
そ
う
と
す
る
が
、
政

実
や
政
実
と
親
し
い
領
主
ら
が
そ
れ
に
応
じ
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
九
戸
氏
と
南
部
氏
の

対
立
が
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

秀
吉
の
奥
州
仕
置
き　
九
戸
の
乱
へ

　
同
じ
こ
ろ
、
豊
臣
秀
吉
は
天
下
統
一
へ
着
々

と
歩
み
を
進
め
て
い
た
。
中
央
情
勢
を
分
析
し

て
い
た
信
直
は
、
１
５
９
０
（
天
正
18
）
年
の

小
田
原
征
伐
に
参
戦
。
秀
吉
に
対
し
服
従
す
る

意
思
を
示
す
。
同
年
、
秀
吉
は
天
下
統
一
の
総

仕
上
げ
を
す
る
べ
く
、
第
一
次
奥
州
仕
置
き
を

開
始
。
信
直
は
糠
部
の
領
主
と
し
て
公
認
さ
れ

る
も
、
不
満
を
示
す
勢
力
が
南
部
と
対
立
す
る

　戦乱の世―
　圧倒的な武力と巧みな戦術で、他の武将か
らその力をおそれられた、九戸政実
　その波乱の生涯を回顧する

顧

呑香稲荷神社（福岡）内にある「九戸政実神社」。
政実が斬首された三の迫（現・宮城県栗原市）の
九戸神社から分霊し、九戸城二の丸跡に建立され
たが老朽化などに伴い、平成 13 年に移築された

【
九
戸
城
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
】

　
平
成
13
年
に
発
足
し
て
以
来
、
市
内
外
か

ら
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
九
戸
城
跡
お
よ
び
周
辺

の
関
係
各
所
を
歩
き
な
が
ら
、
九
戸
政
実
の

歴
史
に
つ
い
て
丁
寧
に
案
内
し
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
は
11
月
ま
で
の
土
、
日
、
祝
日
（
団

体
は
要
予
約
）。
ま
た
、
平
日
も
ガ
イ
ド
を

行
っ
て
い
ま
す
（
要
予
約
）。

問
い
合
わ
せ
、申
込
先　
石
切
所
公
民
館（
☎

２
３・３
９
９
０
）

【
九
戸
政
実
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
突
撃
隊
】

　
九
戸
政
実
を
生
か
し
た
観
光
振
興
や
地
域

お
こ
し
に
取
り
組
む
た
め
、平
成
25
年
７
月
、

県
北
広
域
振
興
局
二
戸
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
行
政
や
関
係
団
体
が
メ
ン
バ
ー

と
な
り
旗
揚
げ
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
九

もうすぐ結成半年の「九戸政実武将隊」。パフォーマ
ンスを撮影するファンも現れるほど

戸
政
実
を
題
材
に
し
た
お
土
産
品
の
開
発

や
、「
現
代
の
九
戸
政
実
ク
ン
選
抜
総
選
挙
」

な
ど
、多
様
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
、

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
昨
年
10
月
に
は
市
民
文

士
劇
「
天
を
衝
く
」
を
上
演
。
原
作
者
の
高

橋
克
彦
さ
ん
も
登
場
し
、
公
演
は
大
成
功
を

収
め
ま
し
た
。

　
こ
と
し
３
月
に
は
、
九
戸
政
実
の
思
い
を

伝
え
よ
う
と「
九
戸
政
実
武
将
隊
」を
結
成
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
踊
り
や
殺
陣
を
取
り

入
れ
た
勇
ま
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露

し
、
来
場
客
の
喝
采
を
浴
び
て
い
ま
す
。
武

将
隊
は
今
後
も
、
９
月
26
日
（
土
）
開
催
予

定
の
「
九
戸
城
古
戦
場
ま
つ
り
」
な
ど
で
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
予
定
。
な
お
、

メ
ン
バ
ー
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
、
応
募
先　
二
戸
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
（
☎
２
３・９
２
０
１
）

九
戸
政
実
の

魂
を
つ
な
ぐ
、
伝
え
る
活
動

九戸城を案内する「九戸城ボランティアガイド
の会」九戸党の歴史や思いにふれてみては

九
戸
方
に
つ
く
な
ど
し
て
、
信
直
も
徐
々
に
孤

立
。
ま
た
、
秀
吉
の
政
策
に
よ
る
領
地
没
収
や

強
引
な
農
地
改
革
な
ど
に
反
発
し
た
領
主
や
民

衆
が
各
地
で
反
乱
を
起
こ
し
、
さ
ら
に
一
族
が

九
戸
方
と
南
部
方
に
分
か
れ
て
戦
う
な
ど
、
糠

部
は
混
迷
を
極
め
た
。

　
そ
し
て
１
５
９
１
（
天
正
19
）
年
２
月
、
つ

い
に
九
戸
勢
が
南
部
に
対
し
攻
撃
を
開
始
す
る

が
、
一
戸
城
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
秀
吉
が

公
認
し
た
領
主
に
対
抗
し
た
政
実
は
反
逆
者
扱

い
さ
れ
、
惣
無
事
令
（
秀
吉
が
出
し
た
、
領
主

間
の
争
い
を
禁
じ
る
命
令
）の
違
反
者
と
な
る
。

そ
の
一
方
で
信
直
は
、
着
々
と
秀
吉
と
の
信
頼

関
係
を
築
い
て
い
っ
た
。

○　
　
○　
　
○

　
秀
吉
は
南
部
の
訴
え
を
受
け
、
同
年
３
月
に

第
二
次
奥
州
仕
置
き
を
開
始
。
総
大
将
豊
臣
秀

次
に
続
き
、
蒲
生
氏
郷
、
浅
野
長
政
ら
が
率
い

る
軍
勢
は
、
総
勢
６
万
５
千
。
民
衆
に
「
天
下

勢
」
と
呼
ば
れ
た
豊
臣
の
大
軍
に
恐
れ
を
な
し

た
の
か
、
そ
れ
ま
で
南
部
に
従
わ
な
か
っ
た
領

主
ら
も
一
転
、
南
部
側
に
寝
返
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
政
実
の
形
勢
は
逆
転
し
て
し
ま
う
。

　
豊
臣
軍
に
は
秀
吉
の
命
に
よ
り
、
秋
田
氏
や

松
前
氏
（
北
海
道
）、
さ
ら
に
は
寝
返
っ
た
津

軽
氏
な
ど
が
参
戦
。
城
を
一
気
に
取
り
囲
ま
れ

た
九
戸
軍
、
わ
ず
か
５
千
。
苦
し
い
戦
い
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
９
月
２
日
。
お
そ
ら
く
九
戸
軍
の
制
圧
は
難

し
い
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う

豊
臣
軍
は
、
政
実
の
的
確
な
攻
撃
に
あ
い
、
思

い
の
ほ
か
苦
戦
。
九
戸
城
は
三
方
を
馬
淵
川
、

白
鳥
川
、
猫
渕
川
に
囲
ま
れ
、
ま
た
浪
打
峠
な

ど
険
し
い
山
が
そ
び
え
る
、
天
然
の
要
害
地
。

豊
臣
軍
の
攻
撃
は
こ
と
ご
と
く
交
わ
さ
れ
、
兵

は
体
力
も
食
糧
も
消
耗
し
て
い
っ
た
。

○　
　
○　
　
○

　
９
月
３
日
。
つ
い
に
、
城
を
囲
ん
だ
豊
臣
軍

が
政
実
に
和
議
を
申
し
入
れ
る
。
九
戸
氏
の
菩

提
寺
で
あ
る
長
興
寺
の
住
職
・
薩
天
和
尚
が
そ

の
役
を
引
き
受
け
、「
政
実
が
降
伏
す
れ
ば
、

一
族
や
兵
士
、
民
衆
の
命
は
守
る
」
と
い
う
、

豊
臣
軍
の
意
思
を
政
実
に
伝
え
た
。

　
９
月
４
日
、
皆
の
命
を
守
る
と
い
う
豊
臣
軍

の
言
葉
を
信
じ
、
家
臣
と
と
も
に
剃
髪
し
城
を

出
た
政
実
は
、
そ
の
和
議
の
申
し
出
が
偽
り
の

も
の
だ
っ
た
と
知
る
。
そ
の
ま
ま
政
実
は
と
ら

え
ら
れ
、
豊
臣
軍
の
本
陣
が
置
か
れ
て
い
た
栗

駒
村
（
現
・
宮
城
県
栗
原
市
）
の
岩
ヶ
崎
城
に

送
ら
れ
た
後
、
９
月
20
日
、
三
の
迫
（
栗
原
市

栗
駒
稲
屋
敷
九
戸
）
に
お
い
て
斬
首
さ
れ
た
。

捉
え
ら
れ
て
か
ら
処
刑
さ
れ
る
ま
で
政
実
に

は
、
一
言
も
発
言
の
機
会
を
与
え
ら
れ
な
か
っ

た
。
ま
た
九
戸
城
で
も
、
城
内
の
人
間
が
な
で

斬
り
に
さ
れ
た
り
鉄
砲
で
打
た
れ
る
な
ど
し
て

殺
さ
れ
た
。
二
の
丸
で
は
女
、
子
ど
も
が
門
を

閉
ざ
さ
れ
焼
き
討
ち
に
さ
れ
た
。

政
実
亡
き
後
、
九
戸
城
は

　
政
実
亡
き
後
、九
戸
城
は
秀
吉
の
命
に
よ
り
、

蒲
生
氏
郷
が
新
た
に
石
垣
を
積
ん
で
改
修
、
南

部
に
引
き
渡
さ
れ
た
。城
を
渡
さ
れ
た
信
直
は
、

宮
野
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
の
地
を
「
福
岡
」
と

名
付
け
、
九
戸
城
も
「
福
岡
城
」
に
改
名
。
福

岡
は
南
部
の
支
配
の
中
心
と
し
て
、
繁
栄
す
る

こ
と
と
な
る
。
信
直
は
１
５
９
９
（
慶
長
４
）

に
完
成
し
た
盛
岡
城
に
移
転
す
る
が
再
び
福
岡

城
に
戻
り
、
同
年
福
岡
の
地
で
亡
く
な
っ
た
。

○　
　
○　
　
○

　
政
実
は
戦
国
の
世
、
そ
の
巧
み
な
戦
術
で
勝

ち
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、「
南
部
に
九
戸
政
実
あ

り
」
と
言
わ
し
め
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
政
実
が

糠
部
の
覇
権
を
か
け
て
南
部
氏
に
挑
ん
だ
戦
い

は
、
く
し
く
も
秀
吉
が
天
下
統
一
を
か
け
た
戦

い
と
な
っ
た
が
、
自
軍
の
十
数
倍
も
の
大
軍

を
戦
っ
た
と
い
う
話
は
、
政
実
が
亡
く
な
り

４
２
０
年
以
上
が
経
つ
現
在
も
、
後
世
に
語
り

継
が
れ
て
い
る
。

出
典
「
槻
陰
舎
き
ぼ
う
塾
テ
キ
ス
ト　
私
た
ち
の

ふ
る
さ
と
二
戸
市
の
む
か
し
」「
小
学
生
副
読
本

　
二
戸
市
の
先
人
た
ち
」

九戸政実
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報

特
集九
戸
政
実
に

せ
ら
れ
た

魅

た
ち

者

「
糠
部
の
王
者
」
南
部
氏
と
政
実

　
か
つ
て
「
糠ぬ

か
の
ぶ部

」
と
呼
ば
れ
て
い
た
、
現
在

の
岩
手
県
北
～
青
森
県
南
地
方
。
三
戸
南
部
氏

（
以
下
、
南
部
氏
）
は
糠
部
の
領
主
た
ち
の
軍

事
同
盟
の
指
揮
官
と
し
て
土
地
を
守
り
、
勢
力

を
拡
大
し
て
い
た
。

　
し
か
し
一
方
で
、
南
部
氏
は
跡
目
争
い
が
絶

え
な
か
っ
た
。
南
部
家
第
24
代
・
晴
政
に
は
長

ら
く
男
子
が
生
ま
れ
ず
、
次
の
当
主
に
は
晴
政

の
娘
を
正
室
に
迎
え
て
い
た
信
直
を
推
す
声
も

あ
っ
た
が
、
晴
政
に
待
望
の
男
子
・
晴
継
が

生
ま
れ
る
と
、
そ
の
争
い
は
激
化
。
や
が
て

１
５
８
２
（
天
正
10
）
年
、
晴
政
の
死
去
に
よ

り
晴
継
が
第
25
代
当
主
の
座
に
つ
い
た
が
、
ほ

ど
な
く
し
て
そ
の
晴
継
が
13
歳
の
若
さ
で
亡
く

な
る
と
、
信
直
が
第
26
代
当
主
と
な
る
。

○　
　
○　
　
○

　

九
戸
氏
は
は
じ
め
、
九
戸
村
一
帯
を
統
治
。

そ
の
後
、姉
帯
、根
反
（
現
一
戸
町
）
や
福
岡
、

金
田
一
に
進
出
し
、
九
戸
城
を
本
拠
地
と
す
る

よ
う
に
な
る
。
１
５
３
６
（
天
文
５
）
年
、
九

戸
に
生
ま
れ
た
政
実
は
、
圧
倒
的
な
武
力
を

も
っ
て
次
々
と
領
地
を
拡
大
。
武
将
と
し
て
、

徐
々
に
頭
角
を
現
し
て
い
く
。

　
１
５
７
３
（
天
正
元
）
年
、
南
部
氏
と
安
東

氏
の
戦
い
で
は
、
政
実
の
活
躍
に
よ
り
見
事
鹿

角
郡
を
奪
還
。
政
実
は
戦
い
に
強
い
武
将
と
し

て
そ
の
名
を
は
せ
る
。
ま
た
一
方
で
、
南
部
家

第
25
代
当
主・晴
継
が
若
く
し
て
死
去
す
る
と
、

南
部
氏
の
重
臣
の
な
か
で
も
そ
の
勢
力
を
拡
大

し
て
い
く
が
、
信
直
と
は
、
徐
々
に
確
執
が
生

ま
れ
て
い
っ
た
。○　

　
○　
　
○

　
１
５
８
９
（
天
正
17
）
年
ま
で
は
、
信
直
の

指
揮
の
も
と
で
戦
い
、
功
績
を
上
げ
て
い
た
政

実
。
と
こ
ろ
が
翌
年
、
南
部
の
領
地
だ
っ
た
津

軽
で
、
郡
代
（
南
部
の
仕
官
）
の
家
臣
だ
っ
た

大
浦
為
信
が
独
立
し
て
津
軽
を
占
領
、
津
軽
為

信
と
名
乗
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
信

直
は
津
軽
征
伐
の
軍
を
出
そ
う
と
す
る
が
、
政

実
や
政
実
と
親
し
い
領
主
ら
が
そ
れ
に
応
じ
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
九
戸
氏
と
南
部
氏
の

対
立
が
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

秀
吉
の
奥
州
仕
置
き　
九
戸
の
乱
へ

　
同
じ
こ
ろ
、
豊
臣
秀
吉
は
天
下
統
一
へ
着
々

と
歩
み
を
進
め
て
い
た
。
中
央
情
勢
を
分
析
し

て
い
た
信
直
は
、
１
５
９
０
（
天
正
18
）
年
の

小
田
原
征
伐
に
参
戦
。
秀
吉
に
対
し
服
従
す
る

意
思
を
示
す
。
同
年
、
秀
吉
は
天
下
統
一
の
総

仕
上
げ
を
す
る
べ
く
、
第
一
次
奥
州
仕
置
き
を

開
始
。
信
直
は
糠
部
の
領
主
と
し
て
公
認
さ
れ

る
も
、
不
満
を
示
す
勢
力
が
南
部
と
対
立
す
る

　戦乱の世―
　圧倒的な武力と巧みな戦術で、他の武将か
らその力をおそれられた、九戸政実
　その波乱の生涯を回顧する

顧

呑香稲荷神社（福岡）内にある「九戸政実神社」。
政実が斬首された三の迫（現・宮城県栗原市）の
九戸神社から分霊し、九戸城二の丸跡に建立され
たが老朽化などに伴い、平成 13 年に移築された

【
九
戸
城
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
】

　
平
成
13
年
に
発
足
し
て
以
来
、
市
内
外
か

ら
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
九
戸
城
跡
お
よ
び
周
辺

の
関
係
各
所
を
歩
き
な
が
ら
、
九
戸
政
実
の

歴
史
に
つ
い
て
丁
寧
に
案
内
し
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
は
11
月
ま
で
の
土
、
日
、
祝
日
（
団

体
は
要
予
約
）。
ま
た
、
平
日
も
ガ
イ
ド
を

行
っ
て
い
ま
す
（
要
予
約
）。

問
い
合
わ
せ
、申
込
先　
石
切
所
公
民
館（
☎

２
３・３
９
９
０
）

【
九
戸
政
実
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
突
撃
隊
】

　
九
戸
政
実
を
生
か
し
た
観
光
振
興
や
地
域

お
こ
し
に
取
り
組
む
た
め
、平
成
25
年
７
月
、

県
北
広
域
振
興
局
二
戸
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
行
政
や
関
係
団
体
が
メ
ン
バ
ー

と
な
り
旗
揚
げ
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
九

もうすぐ結成半年の「九戸政実武将隊」。パフォーマ
ンスを撮影するファンも現れるほど

戸
政
実
を
題
材
に
し
た
お
土
産
品
の
開
発

や
、「
現
代
の
九
戸
政
実
ク
ン
選
抜
総
選
挙
」

な
ど
、多
様
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
、

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
昨
年
10
月
に
は
市
民
文

士
劇
「
天
を
衝
く
」
を
上
演
。
原
作
者
の
高

橋
克
彦
さ
ん
も
登
場
し
、
公
演
は
大
成
功
を

収
め
ま
し
た
。

　
こ
と
し
３
月
に
は
、
九
戸
政
実
の
思
い
を

伝
え
よ
う
と「
九
戸
政
実
武
将
隊
」を
結
成
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
踊
り
や
殺
陣
を
取
り

入
れ
た
勇
ま
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露

し
、
来
場
客
の
喝
采
を
浴
び
て
い
ま
す
。
武

将
隊
は
今
後
も
、
９
月
26
日
（
土
）
開
催
予

定
の
「
九
戸
城
古
戦
場
ま
つ
り
」
な
ど
で
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
予
定
。
な
お
、

メ
ン
バ
ー
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
、
応
募
先　
二
戸
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
（
☎
２
３・９
２
０
１
）

九
戸
政
実
の

魂
を
つ
な
ぐ
、
伝
え
る
活
動

九戸城を案内する「九戸城ボランティアガイド
の会」九戸党の歴史や思いにふれてみては

九
戸
方
に
つ
く
な
ど
し
て
、
信
直
も
徐
々
に
孤

立
。
ま
た
、
秀
吉
の
政
策
に
よ
る
領
地
没
収
や

強
引
な
農
地
改
革
な
ど
に
反
発
し
た
領
主
や
民

衆
が
各
地
で
反
乱
を
起
こ
し
、
さ
ら
に
一
族
が

九
戸
方
と
南
部
方
に
分
か
れ
て
戦
う
な
ど
、
糠

部
は
混
迷
を
極
め
た
。

　
そ
し
て
１
５
９
１
（
天
正
19
）
年
２
月
、
つ

い
に
九
戸
勢
が
南
部
に
対
し
攻
撃
を
開
始
す
る

が
、
一
戸
城
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
秀
吉
が

公
認
し
た
領
主
に
対
抗
し
た
政
実
は
反
逆
者
扱

い
さ
れ
、
惣
無
事
令
（
秀
吉
が
出
し
た
、
領
主

間
の
争
い
を
禁
じ
る
命
令
）の
違
反
者
と
な
る
。

そ
の
一
方
で
信
直
は
、
着
々
と
秀
吉
と
の
信
頼

関
係
を
築
い
て
い
っ
た
。

○　
　
○　
　
○

　
秀
吉
は
南
部
の
訴
え
を
受
け
、
同
年
３
月
に

第
二
次
奥
州
仕
置
き
を
開
始
。
総
大
将
豊
臣
秀

次
に
続
き
、
蒲
生
氏
郷
、
浅
野
長
政
ら
が
率
い

る
軍
勢
は
、
総
勢
６
万
５
千
。
民
衆
に
「
天
下

勢
」
と
呼
ば
れ
た
豊
臣
の
大
軍
に
恐
れ
を
な
し

た
の
か
、
そ
れ
ま
で
南
部
に
従
わ
な
か
っ
た
領

主
ら
も
一
転
、
南
部
側
に
寝
返
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
政
実
の
形
勢
は
逆
転
し
て
し
ま
う
。

　
豊
臣
軍
に
は
秀
吉
の
命
に
よ
り
、
秋
田
氏
や

松
前
氏
（
北
海
道
）、
さ
ら
に
は
寝
返
っ
た
津

軽
氏
な
ど
が
参
戦
。
城
を
一
気
に
取
り
囲
ま
れ

た
九
戸
軍
、
わ
ず
か
５
千
。
苦
し
い
戦
い
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
９
月
２
日
。
お
そ
ら
く
九
戸
軍
の
制
圧
は
難

し
い
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う

豊
臣
軍
は
、
政
実
の
的
確
な
攻
撃
に
あ
い
、
思

い
の
ほ
か
苦
戦
。
九
戸
城
は
三
方
を
馬
淵
川
、

白
鳥
川
、
猫
渕
川
に
囲
ま
れ
、
ま
た
浪
打
峠
な

ど
険
し
い
山
が
そ
び
え
る
、
天
然
の
要
害
地
。

豊
臣
軍
の
攻
撃
は
こ
と
ご
と
く
交
わ
さ
れ
、
兵

は
体
力
も
食
糧
も
消
耗
し
て
い
っ
た
。

○　
　
○　
　
○

　
９
月
３
日
。
つ
い
に
、
城
を
囲
ん
だ
豊
臣
軍

が
政
実
に
和
議
を
申
し
入
れ
る
。
九
戸
氏
の
菩

提
寺
で
あ
る
長
興
寺
の
住
職
・
薩
天
和
尚
が
そ

の
役
を
引
き
受
け
、「
政
実
が
降
伏
す
れ
ば
、

一
族
や
兵
士
、
民
衆
の
命
は
守
る
」
と
い
う
、

豊
臣
軍
の
意
思
を
政
実
に
伝
え
た
。

　
９
月
４
日
、
皆
の
命
を
守
る
と
い
う
豊
臣
軍

の
言
葉
を
信
じ
、
家
臣
と
と
も
に
剃
髪
し
城
を

出
た
政
実
は
、
そ
の
和
議
の
申
し
出
が
偽
り
の

も
の
だ
っ
た
と
知
る
。
そ
の
ま
ま
政
実
は
と
ら

え
ら
れ
、
豊
臣
軍
の
本
陣
が
置
か
れ
て
い
た
栗

駒
村
（
現
・
宮
城
県
栗
原
市
）
の
岩
ヶ
崎
城
に

送
ら
れ
た
後
、
９
月
20
日
、
三
の
迫
（
栗
原
市

栗
駒
稲
屋
敷
九
戸
）
に
お
い
て
斬
首
さ
れ
た
。

捉
え
ら
れ
て
か
ら
処
刑
さ
れ
る
ま
で
政
実
に

は
、
一
言
も
発
言
の
機
会
を
与
え
ら
れ
な
か
っ

た
。
ま
た
九
戸
城
で
も
、
城
内
の
人
間
が
な
で

斬
り
に
さ
れ
た
り
鉄
砲
で
打
た
れ
る
な
ど
し
て

殺
さ
れ
た
。
二
の
丸
で
は
女
、
子
ど
も
が
門
を

閉
ざ
さ
れ
焼
き
討
ち
に
さ
れ
た
。

政
実
亡
き
後
、
九
戸
城
は

　
政
実
亡
き
後
、九
戸
城
は
秀
吉
の
命
に
よ
り
、

蒲
生
氏
郷
が
新
た
に
石
垣
を
積
ん
で
改
修
、
南

部
に
引
き
渡
さ
れ
た
。城
を
渡
さ
れ
た
信
直
は
、

宮
野
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
の
地
を
「
福
岡
」
と

名
付
け
、
九
戸
城
も
「
福
岡
城
」
に
改
名
。
福

岡
は
南
部
の
支
配
の
中
心
と
し
て
、
繁
栄
す
る

こ
と
と
な
る
。
信
直
は
１
５
９
９
（
慶
長
４
）

に
完
成
し
た
盛
岡
城
に
移
転
す
る
が
再
び
福
岡

城
に
戻
り
、
同
年
福
岡
の
地
で
亡
く
な
っ
た
。

○　
　
○　
　
○

　
政
実
は
戦
国
の
世
、
そ
の
巧
み
な
戦
術
で
勝

ち
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、「
南
部
に
九
戸
政
実
あ

り
」
と
言
わ
し
め
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
政
実
が

糠
部
の
覇
権
を
か
け
て
南
部
氏
に
挑
ん
だ
戦
い

は
、
く
し
く
も
秀
吉
が
天
下
統
一
を
か
け
た
戦

い
と
な
っ
た
が
、
自
軍
の
十
数
倍
も
の
大
軍

を
戦
っ
た
と
い
う
話
は
、
政
実
が
亡
く
な
り

４
２
０
年
以
上
が
経
つ
現
在
も
、
後
世
に
語
り

継
が
れ
て
い
る
。

出
典
「
槻
陰
舎
き
ぼ
う
塾
テ
キ
ス
ト　
私
た
ち
の

ふ
る
さ
と
二
戸
市
の
む
か
し
」「
小
学
生
副
読
本

　
二
戸
市
の
先
人
た
ち
」

九戸政実
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８
月
、
あ
る
日
の
稽
古
場
。
集
中

的
に
殺た

て陣
の
稽
古
を
行
う
た
め
、
劇

団
わ
ら
び
座
（
秋
田
県
仙
北
市
）
の

長お
さ
か
け掛

憲け
ん
じ司

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
い

た
。劇
中
で
殺
陣
を
行
う
出
演
者
は
、

ほ
と
ん
ど
が
初
め
て
の
経
験
。
昨
年

の
公
演
の
映
像
を
見
な
が
ら
、
長
掛

さ
ん
が
一
つ
ひ
と
つ
の
動
き
を
丁
寧

に
指
導
し
、
動
き
の
硬
か
っ
た
出
演

者
も
徐
々
に
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て

い
っ
た
。

　
演
出
を
手
が
け
る
坂
田
裕
一
さ
ん

か
ら
は
、
８
月
の
初
め
に
あ
る
注
文

が
出
さ
れ
て
い
た
。「
お
盆
明
け
の

稽
古
か
ら
は
皆
、
台
本
を
持
た
ず
に

で
き
る
よ
う
に
」。
一
瞬
、
戸
惑
い

を
見
せ
る
出
演
者
も
い
た
が
、
す
で

に
本
番
ま
で
お
よ
そ
１
カ
月
半
。
坂

田
さ
ん
は
「
昨
年
並
み
の
公
演
で
は

困
る
ん
だ
よ
」
と
出
演
者
に
諭
す
よ

う
に
話
し
た
。

　

昨
年
の
大
成
功
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
感
じ
る
重
圧
。
３
月
に
二
戸
市

民
文
士
劇
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
か
ら
、「
昨
年
の
公
演
を
超
え
る
」

こ
と
を
大
前
提
に
、
今
ま
で
準
備
を

進
め
て
き
た
。
キ
ャ
ス
ト
、
ス
タ
ッ

フ
に
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
参
加
す

る
人
も
い
れ
ば
、
今
回
が
初
め
て
の

１／劇団わらび座の長掛憲司さん（左）を講師
に迎えた殺陣の特訓。昨年の映像を観ながら実
際の動きを確認する　２／政実（古舘さん・右）
と南部信直（浅川貴道さん・左）による緊張の
やり取り　３／長掛さんの指導で初めての殺陣
も徐々にスムーズに　４／政実の妻・貞子を演
じる IBC 岩手放送アナウンサーの村松文代さ
ん。貴重な交流が生まれるのも、文士劇ならで
は　５／演出を手がけるのは、いわてアートサ
ポートセンター理事長の坂田裕一さん。自身も
二戸生まれ　６／衣装スタッフによる入念な打
ち合わせ。多くのスタッフが文士劇を支える

人
も
い
る
。
そ
し
て
、
皆
仕
事
や
学

業
の
傍
ら
、
参
加
し
て
い
る
。
経
験

の
違
い
、
環
境
の
違
い
を
乗
り
越
え

て
、
10
月
の
本
番
に
向
け
、
気
持
ち

を
一
つ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

二
度
目
の
政
実
役
を
務
め
る
古

舘
聖き

よ
ひ
と人

さ
ん
か
ら
は
「
気
持
ち
が

ナ
ー
バ
ス
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
思

う
が
、『
い
い
も
の
を
つ
く
る
』
と

周
り
を
信
じ
て
や
る
だ
け
。
自
分
も

リ
ー
ド
し
て
い
け
た
ら
」
と
頼
り
あ

る
言
葉
が
。
ま
た
、
同
じ
く
二
度
目

の
出
演
で
演
出
助
手
も
兼
ね
る
山
井

真ま

帆ほ

さ
ん
は
「
稽
古
を
重
ね
て
い
く

と
演
技
の
レ
ベ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
気

持
ち
の
レ
ベ
ル
も
上
が
り
ま
す
。
壁

に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
は
、
相
談
し
て

ほ
し
い
」
と
、
優
し
く
話
し
た
。

　
今
回
、
昨
年
の
内
容
の
一
部
を
変

え
て
上
演
す
る
、「
天
を
衝
く
」。
な

ぎ
な
た
（
一
戸
町
）
や
江
刺
家
神
楽

（
九
戸
村
）
の
登
場
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
へ
の
中
学
生
の
参
加
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
も
管
内

市
町
村
か
ら
参
加
し
て
い
る
。
実
行

委
員
長
の
北
上
秋あ

き
ひ
こ彦

さ
ん
は
「『
二

戸
市
民
文
士
劇
』
と
い
う
名
称
に
と

ら
わ
れ
ず
、
広
域
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
将
来
の
展

望
を
語
る
。
い
よ
い
よ
始
ま
る
「
第

１
回
」、
目
が
離
せ
な
い
。

　私はかねてから「いつか市民劇をやり
たい」と考えており、また原作者の高橋
克彦さんも『天を衝く』を舞台化するな
らぜひ二戸で、と話していました。昨年、
県の九戸政実プロジェクトの一環として
文士劇を上演し、大成功を収めることが
できましたが、見られなかったお客さん
に申し訳ない気持ちでいっぱいでした。

そこで、今回は「民」主導での再演を決
意しました。昨年はゼロ回、今回が第１
回だと考えています。この先、市民劇を
続けていくには、まずお客さんに昨年以
上に感動してもらいたい。そのためには
当然、昨年以上のものをつくらなければ
なりません。全員が、10 月の本番まで
緊張感を持って臨みたいと思います。

　今回、同じ役を演じることなりました
が、昨年以上のものを求められているの
だと思いますので、演出陣のその思いに
答えなければいけないと思います。昨年
は、文士劇というものがどういうものか
模索しながらではありましたが思い切り
演じました。今回は、演劇として確実に
レベルアップしたものをお見せしなけれ

ばなりません。そのためには、自分ので
きることを生かしながら、皆さんをリー
ドしていけたらと思っています。
　昨年は本当にたくさんの人に観ていた
だくことができましたが、今回も同じで
す。昨年観た人も、そうでない人にも、
ことしの『天を衝く』を楽しんでもらい
たいし、自分も楽しんで演じたいですね。

昨年よりいいものを観てほしいし、自分も楽しみたい 昨年は“ゼロ”回、今回が第１回。昨年以上の感動を

北上　秋彦 さん

実行委員長
古舘　聖人 さん

九戸政実　役

昨年、大好評を得た二戸市民文士劇「天を衝
つ

く」の再演
キャスト、スタッフが一丸となり、本番へ向け準備を重ねている
昨年より、いいものを―　それぞれの現場で、同じ思いを胸に演

特
集九
戸
政
実
に

せ
ら
れ
た

魅

た
ち

者

４

３

２ １

６

５
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　昨年の公演は充実したものでしたが、
時間が経つうちに「機会があればまた演
じたい」という気持ちが湧いてきまし
た。今回、また原田役を演じさせていた
だくことになったので、原田の気持ちを
よく考え、後悔しないように演じたいで
す。また、演出助手としてキャストとの

コミュニケーションもとりながら、助け
合っていきたいです。舞台は１人ではで
きません。せっかく「やりたい」と言っ
てきてくれた皆さんだと思うので、その
気持ちを大切にしたい。そして終わった
とき、「参加してよかった」と思っても
らえるとうれしいです。

終わったとき「参加してよかった」と思ってくれたら

山井　真帆 さん

演出助手（原田一騎役）

　このような場に参加することは本当
に初めての経験で、しかも実親という
大役、そして男性の役を演じるという
ことで、毎回緊張しながら稽古にのぞ
んでいます。九戸政実武将隊に参加し
たことが縁で文士劇にも出てみないか、
と声をかけられ、出演を決意しました。

　正直なところプレッシャーは感じま
すが、実親になりきり、九戸党ナンバー
２の風格をただよわせられたらと思っ
ています。私のように初めての出演者
も多くいますが、皆「いいものをつく
ろう」という思いは同じ。楽しみなが
ら、いい結果を出したいですね。

初めての出演。プレッシャーもあるが役になりきりたい

田中めぐみ さん

九戸実親　役

　今回、「もう一度やってみないか」
と声をかけていただき参加しました
が、昨年参加して、このまちでお芝居
をつくってきた人たちの力なくしては
ここまでこられなかったと感じまし
た。演じる物語は同じものですので、

「二番煎じ」にならないよう、また、

参加してくれた皆さん、応援してくれ
た皆さんにこたえられるよう、頑張り
たいと思います。
　これからは、もっと近隣市町村の皆
さんにも協力いただき、体制がしっか
りとできて、人を呼び込める文士劇に
していきたいですね。

近隣市町村からも参加してもらい、人を呼べる文士劇に

柴田　清克 さん

事務局長（蒲生氏郷役）

特
集九
戸
政
実
に

せ
ら
れ
た

魅

た
ち

者
稽古を重ねる出演者に、再演にかける
思いを聞いた声

【大谷さん】練習はとても楽し
いし、昨年よりいいものをつく
りたいので、頑張ります。演劇
を見たことがない人にもに来て
もらいたいと思います。

【三浦さん】昨年と同じ役です
が新しいシーンやセリフがある

ので、亀千代の気持ちを考えな
がら演じたい。妹の政子との掛
け合いも楽しみたいです。

【中戸鎖さん】晴継役は、初め
ての殺陣もあり難しいことも多
いけど、出演者の皆さんと楽し
みながら演じたいと思います。

演劇を見たことがない人にも見てほしい

大谷ちひろ　三浦　怜納　中戸鎖綾音
さん

政子　役　　　亀千代役　　　　南部晴継役

さん さん

８月 22 日、九戸政実フェスタ
文士劇メンバーも出演し、多彩な催しでにぎわった賑

【
原
作
】　
高
橋
克
彦

【
脚
本
】　
道
又　
力

【
演
出
】　
坂
田
裕
一

【
舞
台
監
督
】　
舘
林
克
典

【
出
演
】

九
戸
政
実　
　
古
舘
聖
人

　
　
貞
子　
　
村
松
文
代

　
亀
千
代　
　
三
浦
怜
納

　
　
政
子　
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二戸市民文士劇

「天を衝
つ

く」
日時　10 月３日（土）午後６時開演
　４日（日）午後１時開演
チケット　1,300 円（全席指定）
市内プレイガイド　市民文化会館、ニコア、
アイックス、金田一温泉センター、シビッ
クセンター内 Cafe 福
問い合わせ先　
実行委員会事務局（☎ 43-4250）

　８月 22 日、九戸政実フェスタ（九戸政実プロジェ
クト突撃隊主催）がシビックセンターで行われました。
　始めに、突撃隊隊長である小保内淳

あつし
さんが「政実

公の思いを胸に、誇りを持って地域づくりにまい進
しましょう」と、開会を宣言。五葉山火縄銃鉄砲隊（住
田町）、政實太鼓（九戸村）、九戸政実武将隊、歴史
講談「九戸城の合戦」、一戸町なぎなた協会や円子

よさこい組「どっこいしょ」（軽米町）など、管内
からたくさんの団体が登場し、会場を沸かせました。
　トリは二戸市民文士劇「天を衝く」寸劇を上演。
今回の公演の１シーンから、九戸軍と蒲生氏郷率い
る秀吉軍との戦いを迫力十分に演じました。出演者
は最後に、10 月３、４日の本公演をＰＲ。会場か
ら拍手が起こりました。

１／五葉山火縄銃鉄砲隊の迫力ある発砲　２／「天を衝く」フェスタバージョン。政実（古舘聖人さん）と弟・実親（田中めぐみさん）
の掛け合い　３／九戸政実武将隊の演舞には政實太鼓の子どもたちが華を添えた　４／歴史講談「九戸城の合戦」は九戸城ボランティア
ガイドを務める浪岡くみ子さん（右）らが披露　５／一戸町なぎなた協会の演技　６／華麗な舞で魅了した「どっこいしょ」のよさこい

３ １２

４５６
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　昨年の公演は充実したものでしたが、
時間が経つうちに「機会があればまた演
じたい」という気持ちが湧いてきまし
た。今回、また原田役を演じさせていた
だくことになったので、原田の気持ちを
よく考え、後悔しないように演じたいで
す。また、演出助手としてキャストとの

コミュニケーションもとりながら、助け
合っていきたいです。舞台は１人ではで
きません。せっかく「やりたい」と言っ
てきてくれた皆さんだと思うので、その
気持ちを大切にしたい。そして終わった
とき、「参加してよかった」と思っても
らえるとうれしいです。

終わったとき「参加してよかった」と思ってくれたら

山井　真帆 さん

演出助手（原田一騎役）

　このような場に参加することは本当
に初めての経験で、しかも実親という
大役、そして男性の役を演じるという
ことで、毎回緊張しながら稽古にのぞ
んでいます。九戸政実武将隊に参加し
たことが縁で文士劇にも出てみないか、
と声をかけられ、出演を決意しました。

　正直なところプレッシャーは感じま
すが、実親になりきり、九戸党ナンバー
２の風格をただよわせられたらと思っ
ています。私のように初めての出演者
も多くいますが、皆「いいものをつく
ろう」という思いは同じ。楽しみなが
ら、いい結果を出したいですね。

初めての出演。プレッシャーもあるが役になりきりたい

田中めぐみ さん

九戸実親　役

　今回、「もう一度やってみないか」
と声をかけていただき参加しました
が、昨年参加して、このまちでお芝居
をつくってきた人たちの力なくしては
ここまでこられなかったと感じまし
た。演じる物語は同じものですので、

「二番煎じ」にならないよう、また、

参加してくれた皆さん、応援してくれ
た皆さんにこたえられるよう、頑張り
たいと思います。
　これからは、もっと近隣市町村の皆
さんにも協力いただき、体制がしっか
りとできて、人を呼び込める文士劇に
していきたいですね。

近隣市町村からも参加してもらい、人を呼べる文士劇に

柴田　清克 さん

事務局長（蒲生氏郷役）

特
集九
戸
政
実
に

せ
ら
れ
た

魅

た
ち

者
稽古を重ねる出演者に、再演にかける
思いを聞いた声

【大谷さん】練習はとても楽し
いし、昨年よりいいものをつく
りたいので、頑張ります。演劇
を見たことがない人にもに来て
もらいたいと思います。

【三浦さん】昨年と同じ役です
が新しいシーンやセリフがある

ので、亀千代の気持ちを考えな
がら演じたい。妹の政子との掛
け合いも楽しみたいです。

【中戸鎖さん】晴継役は、初め
ての殺陣もあり難しいことも多
いけど、出演者の皆さんと楽し
みながら演じたいと思います。

演劇を見たことがない人にも見てほしい

大谷ちひろ　三浦　怜納　中戸鎖綾音
さん

政子　役　　　亀千代役　　　　南部晴継役

さん さん

８月 22 日、九戸政実フェスタ
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アイックス、金田一温泉センター、シビッ
クセンター内 Cafe 福
問い合わせ先　
実行委員会事務局（☎ 43-4250）

　８月 22 日、九戸政実フェスタ（九戸政実プロジェ
クト突撃隊主催）がシビックセンターで行われました。
　始めに、突撃隊隊長である小保内淳

あつし
さんが「政実

公の思いを胸に、誇りを持って地域づくりにまい進
しましょう」と、開会を宣言。五葉山火縄銃鉄砲隊（住
田町）、政實太鼓（九戸村）、九戸政実武将隊、歴史
講談「九戸城の合戦」、一戸町なぎなた協会や円子

よさこい組「どっこいしょ」（軽米町）など、管内
からたくさんの団体が登場し、会場を沸かせました。
　トリは二戸市民文士劇「天を衝く」寸劇を上演。
今回の公演の１シーンから、九戸軍と蒲生氏郷率い
る秀吉軍との戦いを迫力十分に演じました。出演者
は最後に、10 月３、４日の本公演をＰＲ。会場か
ら拍手が起こりました。

１／五葉山火縄銃鉄砲隊の迫力ある発砲　２／「天を衝く」フェスタバージョン。政実（古舘聖人さん）と弟・実親（田中めぐみさん）
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第７回カシオペア 100km 徒歩の旅できる、できるの精神で歩き抜く

　第７回カシオペア 100km 徒歩の旅（同実行委員
会主催）は８月５～９日に行われ、県内の小学４～
６年生 22 人がカシオペア４市町村を歩きました。
５日に行われた出発式では、平野勝章団長が「つら
いときもあきらめずに『できる、できる、必ずでき
る』の気持ちでゴールへ向かって」と激励。保護者
に見送られ、浄法寺総合支所前を出発しました。
　酷暑に悩まされ続けた今回の旅。平野さんはじめス
タッフが昼夜にわたり児童のサポートを続け、最大の
難関である４日目・折爪岳に、ことし初めて隊列を崩
さず全員が同時に登るという快挙も成し遂げました。
　５日目には呑香稲荷神社に全員が無事ゴール。互

いの健闘をたたえあいました。
　解団式で平野団長は「ことしも、保護者の皆さん
に無事にお返しすることができホッとしている。こ
の旅で学んだことをこれからの生活に生かしてほし
い」と呼びかけました。３年連続で参加した関向ひ
かるさん（福岡小６年）は「つらいこともあったけ
ど、スタッフの皆さんが励ましてくれたので頑張る
ことができた。綱領の『できる、できる、必ずでき
る』にはいろいろな意味がある」と３年間を噛みし
め、母の優美子さんは「昨年のリタイアを乗り越え
て完歩できたので、本当によかった。スタッフのみ
なさんに感謝です」と感極まった表情で話しました。

１／日差しが容赦なくじりじり…　２／寺沢俊祐君（左・滝沢小６年）
と関向ひかるさん（福岡小６年）が完歩宣言　３／学生スタッフも
研修を重ねて旅に参加　４／「さいごのい～っぽ！」５／記念撮影。
団旗は学生スタッフ卒業生が立ち上げた「支援する会」の寄贈

１ ２ ５

４３
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　青少年を非行から守る市民大会
（二戸市社会を明るくする運動実行
委員会ほか主催）は７月 30 日行わ
れ、約 270 人の市民が参加しまし
た。この日は、（公社）岩手県青少
年育成県民会議の能登谷拓さんが、
子どものスマートフォン・インター
ネット犯罪やその予防法について
講演。「トラブルを回避するために
は家庭内でのルールづくりが重要。
マナーやモラルを教えてほしい」と
呼びかけました。また、開会前に
は金田一中学校吹奏楽部が出演し、
素敵な演奏で会場を魅了しました。

ルールで家族を守る
青少年を非行から守る市民大会

インターネット犯罪の現状を説明

　一関市の協力により熱気球「黄
金の國一関・平泉号」の係留体験
搭乗会が８月１日早朝、九戸城跡
で行われました。この日、会場に
は約 30 人の体験希望者が集結。
しかしながら気流が安定せず、条
件が整わなかったことから、１回
の打ち上げで中止となってしまい
ました。数少ない搭乗者の１人、
山畑亜希子さんは「着陸時はすご
く揺れましたが、上空は安定して
いて気持ちがよかった。普段見
られない景色がひろがっていまし
た」と笑顔で話しました。

大空へダイブ !!!!!!!!!!
イチ、ニのサン ! 元気な東北発信事業

上空散歩、気分はいかが

　浄法寺ユネスコ協会（山口金男会長）は７月 27、
28 の両日、福蔵寺（日向眞明住職）で寺子屋教室を
開き、浄法寺小の４年生 17 人が参加しました。座禅
や住職による講話、３人１組で挑む肝試しなどで１日
目を終えた児童。２日目は早朝から座禅、掃除、写経
をした後、工藤舞

まい

子
こ

さんの指導でヨガを体験。クラス
メート同士のきずなが深まり、心身ともに充実した様
子でした。石橋七

なな

海
み

さんは「みんながいたから夜も眠
れたし、みんなでした掃除も楽しかった」と、満面の
笑顔で話しました。

みんなでがんばる、修練の２日間
浄法寺小４年生「寺子屋教室」

ちょっぴり苦しい姿勢で「できない～！」の声もあったヨガ体験

平和を願い、打鐘しました

　二戸市ユネスコ協会（秋元弘子
会長）は８月１日、九戸城跡や市
内の寺などで「平和の鐘を鳴らそ
う」を行いました。九戸城跡会場
では、ちゃいるどスクールの園児
によるお遊戯や、福岡高校音楽部
による献歌の後、厳かに鐘を鳴ら
し、世界平和への願いや東日本大
震災でなくなった人への鎮魂の祈
りを込めました。
　太田富

ふ
美
み

華
か

さん（福岡高２年）
は「平和な世界を願い、私たちに
できることを見つけて実行してい
きたい」と話しました。

平和への願い、新た
平和の鐘を鳴らそう 2015
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　サイエンスフェスティバルは８月１日、シビック
センターで開催されました。２階カルチャールーム
では化学反応を利用したサイエンスクッキングが行
われ、訪れた児童たちは「食べられるイクラボール」

「ねりあめ」づくりに挑戦しました。きょうだいで
参加した姉の小野春

はる
香
か

さん、弟の航
こう

佑
すけ

君は「どっち
のお菓子づくりも楽しかった。ねりあめはあまり固
まらなかったけど、おいしかった」と笑顔で話しま
した。
　また、３階田中舘愛橘記念科学館では液体窒素が
物質に与える影響を楽しく学べるサイエンスショー
が行われました。液体窒素に浸したカーネーション
を握ってみる実験に参加した米田魔

ま
裟
さ

斗
と

君は「感触
は軽かった。まるで枯れている花みたい」と体感時
の様子を話しました。このほか、プラコップヘリコ
プター、紙コップロケットなど工作コーナーもあ
り、それぞれ科学の面白さや奥深さに触れた１日で
した。

未来の科学者、誕生するかな ?!
サイエンスフェスティバル in シビックセンター

１／「食べられるイクラボールづくり」に挑戦中（２Ｆ・カルチャールーム）
２／液体窒素でセラミックを冷却して磁石の上に置くとどうなるかな？先
生の話に聞き入る少年たち（３Ｆ・田中舘愛橘記念科学館サイエンスショー）

１

２

　ジュニアスポーツレベルアップ事業（市体育協会
主催）のバレーボール教室は８月７、８日に総合ス
ポーツセンターで開かれ、市内外の小中高生が参
加しました。V チャレンジリーグ・仙台ベルフィー
ユ（葛和伸元監督）の選手 11 人が、実践的な指導
を行い、交流を深めました。新田百

もも
夏
か

さん（福岡中
２年）は「基本から丁寧に教えてくれて、わからな
かったことも理解できた。新人戦では教わったこと
を生かしたい」と話しました。
　また、８月 15 日には野球教室を開催。市内の小
学生が参加し、東北楽天ゴールデンイーグルス（仙
台市）のスクールコーチにバッティングなどの指導
を受けました。その後、楽天 kobo スタジアム宮城
でプロの試合を間近で観戦。子どもたちは、とても
興奮した様子でした。
　８月 16 日には総合スポーツセンターでバスケッ
トボール教室を開き、市内の小中学生が岩手ビッグ
ブルズ（盛岡市）の選手が試合形式で指導。身長の
高いプロ選手とのミニゲームを楽しみながら、試合
運びのコツを教えてもらいました。

プロ選手にコツを学ぶ！
ジュニアスポーツレベルアップ事業、開講！

１／川尻彩香選手
（中央）にボールの
さばき方を教わる児
童　２／岩手ビッグ
ブルズの選手らと
ゲームを楽しみまし
た　３／中島俊哉
コーチから、バッ
ティングや守備のコ
ツを学びました

２

３

１



　二戸なりわい創生塾（市主催、ＮＰＯ法人カシオ
ペア市民情報ネットワーク受託）の開講式は８月７
日行われました。塾生は地域おこし協力隊員や大学
院生、主婦など 10 人。この日を皮切りに講義やワー
クショップ、視察など全 20 回のゼミを通して起業
やまちづくりに関する知識を深めます。三澤芳

よし
光
てる

理
事は「充実した生活を送るために真剣勝負をしてほ
しい。まずは人にうらやましがられる存在になって」
と冒頭、力強く受講者を激励しました。

自分も地域も、幸せにするために
二戸なりわい創生塾、開講

第１回目のゼミ内容は、自己紹介とワークシートの作成

　県立福岡工業高校（三田章徳校長）は８月９日、４
年生以上の小学生と保護者を対象に電気工作教室を開
催しました。３年生がクリップモーターとＬＥＤ回路
のつくり方を説明。参加者 15 人と一緒に仕上げていき
ました。モーターの説明をした横田尚

なお
也
や

君は「自分で
つくるのと違い、人に教えるのは難しい。みんな成功
したのでうれしい」と、参加した山本美

み
有
う
（仁左小５年）

さんは「金属を固めるのが難しかった。お兄さんたち
は優しく、説明がわかりやすかった」と話しました。

ものづくりって面白い !
福岡工業高校で「親子で楽しい電気工作教室」

基盤を一緒に仕上げている様子

　二戸市交通安全対策協議会（藤原淳会長）は８月７日、
夏の交通事故を防止するため「目覚まし作戦」を行い
ました。浄法寺インター入り口周辺に二戸警察署や浄
法寺交通安全母の会（田口恵子会長）メンバーら関係
者約 20 人が集まり、運転手へ啓発グッズを手渡しなが
ら安全運転を呼びかけました。田口会長は「夏は暑さ
で疲労がたまりやすいので、このような注意喚起は必要」
と話し、皆さんの安全を願っていました。またこの日、
国道４号（米沢地区）でも同作戦が行われました。

安全運転で行ってらっしゃい
夏の交通事故防止啓発活動「目覚まし作戦」

啓発グッズを手渡し、「気をつけて行ってらっしゃい」
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　県浄法寺漆生産組合（泉山義夫組合長）は８月１
日、ことし６～７月にかけて採取した「初漆」を出
荷しました。浄法寺漆は例年、秋に行われる共進会
を経て出荷していますが、ことし２月に文化庁が文
化財の修繕には原則国産漆を使用するよう通知した
ことなどで、注文が増加。出荷の前倒しを決めまし
た。泉山組合長は「ことしは木の成熟が早かったの
で、作業にも早めに取りかかることができた。何と
か需要にこたえたい」と話しました。

出荷する漆を認証するため、品質を確認

文化財修復など、注文増に対応
浄法寺漆、今季初の出荷
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花おもてなしの心で
を咲かせよう

　住みよい二戸市をつくる市民運動推進協議会（久慈
浩会長）は、2016 希望郷いわて国体の歓迎準備と
して会場周辺をたくさんの花で彩ろうと、プランター
苗を育てるボランティア（里親）を募集しました。

　
住
み
よ
い
二
戸
市
を
つ
く
る
市
民
運
動
推

進
協
議
会
は
８
月
５
日
、
市
役
所
前
で
「
プ

ラ
ン
タ
ー
出
発
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
久

慈
浩
会
長
が
「
46
年
ぶ
り
の
い
わ
て
国
体
、

花
い
っ
ぱ
い
で
迎
え
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ

つ
す
る
と
、
里
親
代
表
と
し
て
ま
つ
の
ま
る

こ
ど
も
園
の
園
児
５
人
が
「
大
事
に
育
て
ま

す
」
と
か
わ
い
ら
し
く
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　
プ
ラ
ン
タ
ー
の
苗
は
、
市
内
の
高
村
英
世

さ
ん
が
こ
の
日
ま
で
大
切
に
育
て
て
き
た
も

の
で
、
国
体
が
開
催
さ
れ
る
９
月
、
10
月

を
ピ
ー
ク
に
咲
く
よ
う
、
播
種
時
期
の
調

整
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
高
村
さ
ん
は
「
苗

は
サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ジ
ニ

ア
の
３
種
類
。
９
月
に
な
っ
た
ら
追
肥
し

て
」
と
花
や
育
て
方
を
説
明
。
里
親
の
皆

さ
ん
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
54
の
企
業
、
町
内
会
、
幼
稚

園
や
個
人
な
ど
が
里
親
と
な
り
、
合
計

４
２
０
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
苗
を
育
て
ま
す
。

＜

里
親
の
皆
さ
ん＞

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
の
丸
ひ
ま
わ
り
、
も
み

じ
会
、二
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
、ち
ゃ

い
る
ど
ス
ク
ー
ル
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
東
日
本
㈱

二
戸
工
場
、
ま
つ
の
ま
る
こ
ど
も
園
、

認
定
こ
ど
も
園
と
も
い
き
、
中
国
料
理

龍
潭
酒
家
、
㈱
丹
野
組
、
㈲
坂
田
漆
器

店
、
山
口
美
容
室
、
仁
左
平
児
童
館
、

キ
ッ
チ
ン
ガ
ー
デ
ン
利
用
組
合
、
柿
ノ

木
平
常
会
、
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
、
㈱
ユ

ア
テ
ッ
ク
二
戸
営
業
所
、
二
戸
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
、
清
水
尻
常
会
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
梅
荘
、
石
切
所
交

通
安
全
母
の
会
、
二
戸
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
、
㈱
夢
実
耕
望
、
御
返
地
中
学

校
、
松
森
婦
人
会
、
福
岡
常
盤
会
、
県

立
二
戸
高
等
技
術
専
門
校
、
㈱
玉
川
商

事
、
二
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
浄
法
寺

支
所
、岡
田
精
工
㈱
、夢
実
る
保
育
園
、

二
戸
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
二
戸
駅

前
中
央
町
内
会
、第
三
区
川
原
町
内
会
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
お
お
み
ね
、
大
村
町
内

会
、
浄
法
寺
カ
シ
オ
ペ
ア
セ
ン
タ
ー
、

浄
法
寺
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
、
一
般
社

団
法
人
実
践
倫
理
宏
正
会
、
八
幡
下
町

内
会
、
上
米
沢
町
内
会
、
金
田
一
中
学

校
、
金
田
一
温
泉
旅
館
組
合
、
ひ
な
た

ぼ
っ
こ
、
石
川
恵
子
、
西
舘
淳
一
、
田

口
タ
エ
子
、
山
口
志
賀
子
、、
在
八
町

内
会
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

花のプランター出発式に参加した里親の皆さん

第 10 回花壇コンクール 結果発表 !
　第 10 回地域花壇コンクール（住みよい二
戸市をつくる市民運動推進協会主催）は、柿
ノ木平常会（相馬秀子会長）がグランプリに
輝きました。相馬会長は「みんなの力で受賞
することができ、うれしい。枯れた花を摘む
など愛情をもって育ててきたが、花のほうも
応えてくれました」と喜びを語りました。柿
ノ木平常会の花壇は全部で５つ。すべて県道
沿いに位置しており車窓からも楽しむこと
が出来ます。素敵な手作り看板が目印です。

▼グランプリ：柿ノ木平常会 ▼準グランプリ：
太田婦人会、田町町内会 ▼入賞：エクセルガー
デン、南部せんべいの巖手屋、特別養護老人ホー
ム白梅荘、門松部落会、ＳＷＳ東日本㈱二戸工
場、十文字町内会、養護老人ホーム紅梅荘

グランプリに輝いた柿ノ木平常会のみなさん

上共和会、野菊の会、二戸市老人クラブ連合会浄法
寺支部、堀野町内会、第三区川原町内会、大通り町
内会、日本一フード㈱、上野々町内会、白鳥百寿会、
大清水常会、大村町内会（敬称略・順不同）

▼ 協賛企業：㈱フクタ、ＩＧＲ二戸駅、ＪＲ東日本
二戸駅、㈱小松製菓、鹿島道路㈱二戸出張所、東北
労働金庫二戸支店、全国酪農業協同組合連合会北福
岡工場、㈱東北銀行二戸支店、岩手県信用保証協会
二戸支所、二戸パークホテル、㈱北日本銀行二戸支店、
馬渕川電気㈱、㈱みちのく銀行二戸支店、沢倉印刷㈱、
㈱丹野組、㈱三幸堂ビジネス、㈱岩手銀行二戸支店、
㈱南部美人、二戸市商工会、盛岡信用金庫二戸支店、
㈱阿部繁孝商店、阿部農機㈱、二戸ロイヤルパレス㈱、
㈱菅文、東光コイルテック㈱、㈲上戸石材店、㈱東
和本社二戸工場、日本一フード㈱、㈱中舘建設、二
戸ガス㈱、松田電気㈱、高村農産、二戸市職員労働
組合（敬称略・順不同）

▼その他の参加団体：十文字老人クラブ伸和会、
阿部農機㈱、米沢老人クラブ親睦会、九戸通り町
内会、下米沢自治会、浄法寺レディース、在八町
内会、キッチンガーデン利用組合、石琇会老人ク
ラブ、大段町内会、堀野振興会、尻子内部落会、野々

庁舎が移転します
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　住民の安全・安心を守る新たな防災拠点施設として、
二戸市金田一地区（二戸警察署向かい）に消防庁舎の建
設を進めてきました。このほど新庁舎が完成し、10 月６
日（火）から試験運用、11 月１日より業務を開始するこ
ととなりましたのでお知らせします。新庁舎見学会は 10
月 24 日（土）、25 日（日）、11 月 1 日（日）を予定し
ていますので、詳細情報は今後の広報を確認ください。

【新庁舎住所】金田一字上田面300番地2

消防本部・二戸消防署
庁舎が移転します

「消防指令センター」設置
　消防業務は広域（二戸市・一戸町・軽米町・九戸村）
で運営されており、これまで 119 番へ通報すると最寄
りの署・分署が受け付けていました。
　今回の庁舎新設にあたり消防本部は、「消防指令セン
ター」を設置。今後は広域管内すべての 119 番通報が
指令センターに集約されます。センターから各署に指令
が伝達され、消防車や救急車が出動するシステムに変わ
りますので、今まで以上に迅速かつ効率的に出動体系が
整うことになります。

●携帯電話（スマートフォンなど）からの「119 番」は、
ＧＰＳ機能を有効に設定！
　ＧＰＳ機能を有効にすることで指令センターでは発信
地情報を得ることが可能となり、出動までの時間短縮に
つながります。
●住所は市町村名からはっきりと伝えて！
　指令センターでは、１市２町１村からの通報を一括受
信します。同じ地名などで混乱が生じないよう、住所は
市町村名からはっきりと伝えてください。

火災・救急の通報は「119 番」

二戸市

九戸村
軽米町
一戸町 「119番通報」

消防指令センター

イメージ

出動指令出動 !

電話番号・ファックス番号 一覧

消防本部
総務課 0195-26-8111
消防課 0195-26-8112
ファックス 0195-26-8113

二戸消防署
代表電話番号 0195-26-8119
予防係 0195-26-8120
ファックス 0195-26-8121

災害情報テレフォンサービス 0195-27-3119

消防本部・二戸消防署の連絡先

　防災訓練を行いますので多数参加、見学ください。
また、当日はサイレンや防災行政無線、消防車両など
を使用しますので、火災や災害と間違えないようご注
意ください。
日時　９月 27 日（日）　午前９時 30 分～
場所　堀野地区・中央小学校周辺
内容　避難所運営、初
期消火、建物火災防御、
応急食糧炊出など
問い合わせ　防災対策
室（内線 342）

防災訓練情報

comming soon!  
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ニュース 遊休農地解消に向けＰＲ活動
　二戸市農業委員
会（奥隆会長）は「農
地 の 日（ ７ 月 15
日）」の活動の一環
として７月 28 日、
農地パトロール出
発式を行いました。
奥会長は「遊休農
地を解消すること
は喫緊の課題。一
層の努力をお願い
したい」とあいさ
つすると、佐々木博委員が「かけがえのない農地を未来
へ引き継ぐため、これからパトロールに出発します」と
決意表明しました。７月 31 日までの間、委員らは遊休
農地や違反転用を抑止・解消するためにのぼり旗などを
設置しました。

農地パトロール出発に際し、決意表明を
する佐々木博委員

ニュース 家族一丸、躍進目指して
　橘家の家族経営協定
調印式は７月 28 日行
われ、経営主の潤一郎
さん、経営主の妻利子
さん、長男の寿樹さん
がそれぞれ農業経営の
役割分担を明確化した
協定書を取り交わしま
した。式には橘家ほか
市農業委員会、二戸農
業改良普及センター関
係者が出席。奥隆農業委員会長は「共同経営者としてお
互いの意志を尊重しながら発展されるようお祈りしま
す」とあいさつ。潤一郎さん、利子さんは「長男と一緒
に経営していきたい」と温かい視線を向け、寿樹さんは

「いい機会となった。学びながらしっかりやっていきた
い」と決意を新たにしました。

家族経営協定を締結した橘家の皆さん
（前列）

お知らせ 特別弔慰金の請求手続きについて
　市は、戦没者などの遺族から第 10 回特別弔慰金の請
求を受付ます。請求手続きには時間がかかりますので、
あらかじめ電話予約のうえ来庁ください。遺族の状況に
よって必要書類が異なりますので、複数回の手続きが必
要となる場合もあります。ご了承ください。
対象　戦没者などの三親等内で次の全てを満たす遺族
①戦没者などの死亡当時に生まれていた ( 子である場
合、胎児を含む ) ②公務扶助料・遺族年金などを受ける
遺族がいない③基準日の 27 年４月１日に生存している
( その後、未請求のまま死亡した場合、相続人が請求で
きます )
弔慰金の額など　額面 25 万円、５年償還の記名国債
支給順位　表のとおり。同順位者が複数いる場合は、代
表者が請求してください

請求期限　平成 30 年４月２日
請求手続き場所　総合福祉センター（福祉課）、浄法寺
総合支所（市民課）
問い合わせ先　福祉課（☎ 23-1313 内線 234）、総合
支所市民課（☎ 38-4470）

順 位 対　　象
１ 戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給

権を取得した人
２ 戦没者の子
３ 戦 没 者 の 死 亡 当

時、戦没者と生計
関 係 を 有 し て お
り、かつ基準日に
遺族以外の養子ま
たは改氏婚をして
いないこと

父母
４ 孫
５ 祖父母

６ 兄弟姉妹

７
６位までに該当し
ない

父母
８ 孫
９ 祖父母
10 兄弟姉妹
11 10 位までに該当

せず、同一生計の
期間が１年以上あ
る三親等内親族

戦没者などの葬儀を行った人

12 戦没者などの葬儀を行わなかっ
た人

表　支給順位

お知らせ 浄法寺バイパス、浄法寺大橋開通
　主要地方道二戸五日市線浄法寺バイパス全線 3.6㌔
と、市道役場線の浄法寺大橋区間 200㍍が開通します。
開通日時　９月 19 日（土）　午後１時 30 分～ 
開通式典　９月 19 日（土）午前 10 時～ （安全祈願は
午前 9 時 30 分～）、浄法寺大橋支所側 

問い合わせ先　浄法寺総合支所地域課（☎ 38-4473）

ニュース 奉仕活動ですがすがしく
　二戸市シルバー人材
センター（堀口貢佑理
事長）浄法寺支部は８
月４日、各所で奉仕作
業を行いました。お盆
を前に、共用施設をす
がすがしい気持ちで利
用してほしいという思
いから、毎年行っています。この日は 28 人が参加し、
浄法寺診療所の草刈りや剪定、ふれあいセンターの園庭
の草刈り、老人福祉センターの障子の貼り替えなどを手
際よく進めました。

浄法寺診療所の庭木も丁寧に手入れ
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お知らせ 食育講演会＆ミニコンサート
　　病気改善のため二戸の雑穀を食生活に取り入れている
ヴァイオリニスト・音楽博士で雑穀料理研究家でもある
劉薇（リュウ・ウェイ）さんを迎えて講演会とミニコン
サートを開催します。
日時　９月 19 日（土）　午後３時～４時 30 分
場所　シビックセンター　ホール
内容　講演「人工透析なしで 10 年 ! 二戸の雑穀で元気
な私の食生活」、ミニコンサート　募集人数　70 人
申込期限　９月 15 日（火）
問い合わせ、申込先　健康推進課（☎ 23-1313 内線 264）　
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お知らせ 「食生活改善普及運動」
　健康日本 21（第二次）が掲げる「健康寿命」をのばす
ため９月１日（火）から 30 日（水）の間、「毎日プラス
一皿の野菜」運動が展開されます。岩手県は特に脳卒中
死亡率が高いので、野菜摂取量増加と併せ、食塩の摂取
量も減らす努力が必要です。一人ひとりが食生活の改善
を意識して取り組みましょう。
問い合わせ先　健康推進課（☎ 23-1313 内線 264）

お知らせ 探鳥会＠にのへ市
日時　９月 10 日（木）　午前９時～ 11 時
集合場所　シビックセンター内芝生
コース　馬渕川近隣公園または九戸城跡
案内人　高橋宏明さん（日本野鳥の会もりおか幹事）
参加費　無料　※事前申し込み不要
歩きやすい服装でお越しください。小雨決行（雨天中止）。
※双眼鏡をお持ちの方は持参してください
問 い 合 わ せ 先　 カ シ オ ペ ア 連 邦 野 鳥俱楽 部　（ ☎
23-4101）

募　集 手習いしてみませんか
【ちゃっこいちゃんちゃんこ作り講座】
日時　10 月 10 日（土）、11 日（日）の２日間、両日とも
午前９時 30 分～午後３時　※ 2 回で１作品を仕上げます
場所　金田一コミュニティセンター
講師　よりゃんせ金田一　
参加費　1,000 円（材料費）※昼食は各自持参してくだ
さい
作品予定　「ちゃっこいちゃんちゃんこ」または「もんぺ」
※作品は各自選択できます
募集人数　10 人　※定員になり次第締め切ります
申込期限　９月 25 日（金）
問い合わせ、申し込み先　金田一コミュニティセンター

（☎ 27-2114）
【座敷ほうき作り講座】
　畳にやさしい昔ながらの座敷ほうきです。みんなで手
作りほうきにチャレンジしましょう。
日時　10 月 25 日（日）　午前 10 時 00 分～午後４時
場所　金田一コミュニティセンター
講師　よりゃんせ金田一　
参加費　1,500 円（材料費、昼食代含む）
作品予定　座敷ほうき１本
募集人数　15 人　※定員になり次第締め切ります
申し込み期限　９月 25 日（金）
問い合わせ、申込先　金田一コミュニティセンター（☎
27-2114）　

お知らせ 「通知カード」が発送されます
　10 月以降、個人番号（マイナンバー）をお知らせす
る「通知カード」が、住民票の住所地に、世帯ごとに送
付されます。
　転送不要の簡易書留で郵送されますので、住民票の住
所とは違う場所にお住まいの方は「通知カード」を受け
取ることができない可能性があります。「通知カード」
を確実に受け取るために、住所変更をご検討ください。
ただし、やむを得ない理由により住民票の住所地で「通
知カード」を受け取ることができない方は、申請により
居所で受け取ることができます。
申請ができる人　①東日本大震災による被災者で、住所
地以外に避難している人　② DV、ストーカー行為、児
童虐待などの被害者で、住所地以外に移動している人
③長期間、医療機関・施設などに入院・入所することが
見込まれ、その期間は住所地に誰も居住していない人
④ ①～③以外の方で、やむを得ない理由により住所地
で「通知カード」を受け取ることができない人
申請方法　申請書を住民票の住所地市町村に持参または
郵送　※申請書は市町村窓口や総務省ホームページから
入手できます
申請期限　９月 25 日（金）必着
問い合わせ先　市民課（内線 225）

募　集 「白鳥川層群」発刊！
　市教育委員会から二戸市文化財調査報告書第２集とし
て「白鳥川層群」（Ａ４判）が発刊されました。化石の
産地として江戸時代からよく知られた二戸産の貴重な植
物・貝化石をカラーで紹介した初めての本格的図録です。
販売窓口　二戸歴史民俗資料館
販売価格　１冊 1,000 円（税込）
問い合わせ先　二戸歴史民俗資料館（☎ 23-9120）

恋活今年は
ガンバン NIGHT!

　　　　　　　　　　　　　　　  二戸ガンバン NIGHT
が恋活パーティにリニューアル。ゲームや楽しいおしゃべ
りで、異性との交流を深めます。「待ってるだけ」じゃ始
まらない。あなたもガンバン NIGHT で、恋活宣言！
日時　10 月 10 日（土）午後３時 30 分～６時（３時受付）
場所　二戸ロイヤルパレス
対象　20 ～ 39 歳の未婚男女　各 50 人（先着順）
参加料　男性 4,000 円、女性 3,000 円（女性同士２人
以上の申し込みで１人 2,000 円）
その他　カップルになった参加者には素敵なプレゼント !
申し込み方法　公式ホームページから
申し込み期限　９月 25 日（金）
問い合わせ先　二戸ガンバン NIGHT
実行委員会（☎ 26-8150） 詳しくはＨＰへ
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募　集 パークゴルフ教室（後期）
日時　10 月４日（日）　午前９時～午後４時
場所　稲庭高原パークゴルフ場
対象　初心者、未経験者
集合時間、集合場所　午前９時：総合スポーツセンター、
午前９時 30 分：浄法寺総合支所　※集合場所からパー
クゴルフ場まではバスで移動します
参加料　200 円（道具レンタル料の実費）
講師　二戸パークゴルフ協会員
定員　20 人　※５人に満たない場合は中止することが
あります
持ち物　昼食、飲み物、防止、雨具、靴（底が平らで柔
らかいもの）
申し込み期限　９月 16 日（水）　午後５時
問い合わせ、申し込み先　体力づくり振興会（生涯学習
課内　内線 554）　

募　集 手芸講座「和紙ちぎり絵」
　和紙で描き出す温かさ、やわらかさが魅力のちぎり絵。
奥深い和紙特有の絵の世界に触れてみませんか？
日時　１回目

△

10 月８日（木）、２回目

△

10 月 22 日
（木）、３回目

△

11 月 26 日（木）　
各回午前９時 30 分～正午　※１回ずつの参加も可能です
場所　二戸市立中央公民館　定員　20 人
講師　菅野岑子 氏
内容　１、２回目「ふくろう」または「けいとう」３回
目「干支（申）」

△

色紙に和紙を使って描きます（初心
者にもやさしい内容です）
持ち物　お手ふき・はさみ・でんぷんのり・鉛筆
申込期限　10 月１日（木）
問い合わせ、申込先　中央公民館（☎ 23-2870）

募　集 ベースボールフェスティバル2015
日時　10 月３日（土）、４日（日）
会場　市営大平球場、堀野近隣公園運動場
参加資格　市民および市内勤務者で編成したチーム（選
手、監督含め 20 人以内、年齢・性別不問）ただし、選
手全員が未成年の場合は、成人を監督とすること
参加料　１チーム 5,000 円（道具レンタル料の実費）
申し込み方法　参加申込書に必要事項を記入の上、参加
料を添えて申し込みください
申し込み期限　９月 24 日（木）　午後５時
抽選会日時および場所　９月 25 日（金）　午後６時 30 分
なにゃーとサークルルーム２
問い合わせ、申し込み先　二戸市野球協会（浄法寺総合
支所市民課内　☎ 38-2211 内線 150）　

募　集 第38回市民総参加スポーツ大会
日時　10 月 11 日（日）　午前８時 30 分受付
実施種目および場所　ビーチバレーボール（二戸体育館）△

シャフルボード（ワークインにのへ）

△

ペタンク（馬
渕川近隣公園）

△

ターゲットバードゴルフ（二戸浄化セ
ンター）

△

グラウンドゴルフ（堀野近隣公園）
参加費　無料
申し込み期限　９月 10 日（金）
問い合わせ、申し込み先　総合スポーツセンター（☎
23-7211）　

ご厚志 ありがとうございます
【ふるさと納税　７月１日～ 31 日受付分】
まちづくりのために　111 件＝ 1,550,000 円
教育のために 46 件＝ 742,000 円
福祉のために 16 件＝ 450,000 円
　以上、173 名様より 2,742,000 円のご寄付をいただ
きました。ありがとうございました。ご芳名は市ホーム
ページで紹介させていただきます。

三圏域連携事業　八戸★トピックス

秋冬物！おさがり掘り出し市
こどもはっち

　子ども用の、これから使える秋冬物のおさがり掘り
出し市を行います。大人気の無料提供コーナーも開催
します！
日時　9 月 13 日 ( 日 )　午
前 10 時 30 分～午後１時

（第１部：午前 10 時 30 分
～、第２部：午前 11 時 30
分～）
場所　八戸ポータルミュー
ジアムはっち 1 階 はっち
ひろば（八戸市三日町１１
－１）
問い合わせ先　こどもはっ
ち（☎ 0178-22-5822、ホー
ム ペ ー ジ kodomohacchi.
com）
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求人情報 ハローワーク二戸

職　　　　種 事　業　所　名
歯科助手 関歯科医院
美容・理容技術者≪要資格≫ ㈲タケダ

食肉加工員
プライフーズ㈱みちの
く二戸事業所

サービス・サポートメンテナンス
（事務機センター）※別求人あり

㈱三幸堂ビジネス

捕鳥部社員 ㈱古舘運輸

一般事務 ㈲十文字商事
コンビニ店員（午後３時～） ㈲恵
紳士・レディース服関連洋品の販
売員

㈱コナカ二戸店

販売員
Ｆｏｏｔ　Ｌｉｎｅ　
フルダテ

ガソリンスタンド店員 ㈲中舘商事
厨房職員※別求人あり （同）岩手ライフサポート

調理人
二戸市ふるさと振興㈱

（天台の湯）
仕分け作業員 ヤマト運輸㈱二戸支店

　８月15日現在、ハローワーク二戸に申し込みのあった求人の中から掲載しました。求人に関する問い合わせは、ハロー
ワーク二戸（石切所字荷渡６番地１☎ 23-3341）まで。（　はパート）◎ハローワークでは随時紹介を行っています。こ
の求人の中には決定済みになっている場合がありますのであらかじめご了承ください。

職　　　　種 事　業　所　名
現場監督（建築）≪要資格≫

〈要経験〉 ㈱アルバライフ

土木工事現場代理人≪要資格≫
※別求人あり

㈱中舘建設

看護師または准看護師≪要資格≫
［期間あり］

藤田内科

看護師・准看護師（交替制勤務）
≪要資格≫

岩手県立二戸病院

看護師または准看護師≪要資格≫
※別求人あり

菅整形外科皮膚科クリ
ニック

看護職員（准看護師）≪要資格≫ （社福）共生会

一般事務※別求人あり
日本郵便㈱郵便事業総
本部二戸郵便局

一般事務※別求人あり ㈱菅文

営業職 ㈱レンタルのニッケン
二戸営業所

介護職員※別求人あり （社福）いつつ星会

介護職員※別求人あり
（社福）二戸市社会福
祉協議会

介護職員≪要資格≫※別求人あり
有料老人ホーム赤ずきん
あいのの（㈲赤ずきん）
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浄法寺まつり
期　　日 時　　間 内　　容 場　　所

９月 19 日
（土）

午後２時～ 神輿渡御、山車、郷土芸能巡行 神明社～春日町お仮屋
午後６時 30 分～ 山車、郷土芸能団体による共演 総合支所前広場
午後７時 30 分～ 花火大会 旧浄法寺小学校跡地

９月 20 日
（日）

午前９時～ 山車、郷土芸能巡行 浄法寺中心部
午後２時～ 福岡高校浄法寺校生による浄法寺太鼓

郷土芸能発表、ヒップホップダンスほか 総合支所前広場
午後６時 30 分～ 浄法寺音頭流し踊り 浄法寺大橋～総合支所前
午後７時～ 神明社奉納相撲大会 神明社相撲場
午後７時 30 分～ 盆踊り大会 総合支所前広場

９月 21 日
（月）

午前９時～ 山車、郷土芸能巡行 浄法寺中心部
午前 10 時～ 民謡ショー（入場料無料） 浄法寺文化交流センター
午後２時～ 神輿還御、山車、郷土芸能巡行 春日町お仮屋～神明社
午後５時～ 歌謡演舞ショー

Ｊサークル歌謡・舞踊「友」の会 総合支所前広場

※祭り期間中、露店商による屋台広場を総合支所前に設置します
※祭り当日の交通規制については、各戸配布のチラシを確認して
ください
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いろいろ相談してもらえる
薬剤師を目指します！

―二戸市に対してひとことお願いします
　二戸に来てまだ間もない私ですが、たくさんの人と
関わることで、自分が二戸にできることで皆さんの力
になりたいと思っています。どんなことでも聞きます
ので、何かありましたら薬局へ足を運んでいただけた
ら、と思います！

―勤めてどのぐらいですか
　４月に入社して研修を経て、６月から二戸店に配属
されました。もうすぐ３カ月になります。
―現在どんな仕事をしていますか
　調剤業務や、服薬の指導をしています。また、店内
で取り扱う栄養食品などの PR も行います。
―自己分析するとどんな人ですか
　基本的によく笑っています。相手を笑顔にするに
は、まず自分が笑顔でいることが大事だと思うので…
また、よく友人などからは相談をされたりします。
―趣味は
　歩くことが好きなので、好きな音楽を聴きながら、
散歩をしています。気持ちがいいですよ！
―理想の男性のタイプを教えてください
　一緒にいて楽しく、そして安心できる人ですね。
―将来の夢は
　“家族”のように遠慮なく何でも相談してもらえて、
頼ってもらえる薬剤師になりたいです。

つくし薬局二戸店
　石切所字川原 28-10　平
成 18 年４月開局。従業員
数 10 人。調剤業務のほか、
一般の市販薬、栄養食品の
販売も行っており、薬だけ
でなく、日々の健康に関す
る相談にも応じる。

　石塚　薫
かおる

さん（25歳）
つくし薬局二戸店

こみゅにＴｅａたいむ
99杯目

　奥山町内会（石切所）は
今年度の「元気なコミュニ
ティ特選団体」に選ばれま
した。同町内会は「安全で
安心して暮らせるまちづく
り」を目指し、一人暮らし
世帯などの見守りのほか、
里山景観の整備や都市住民
との交流などの取り組みが評価されたものです。「元
気なコミュニティ特選団体」は県内各地で実施されて
おり、模範となる地域の活性化のために地域住民が自
主的に活動している団体を選定しており、これまで本
市からは５団体が選ばれています。各団体の先進的な
活動を紹介します。

【これまでに選ばれた市民団体と活動事例】

▽ぎばって足沢 70 の会（地域活性化および都市と農
村の交流人口拡大を目指し、地域の特色を生かしたイ
ベントなどを行う） ▽堀野町内会（地域の福祉向上お
よび地域の融和と親睦を図るため環境美化活動、防犯

奥山町内会「元気なコミュニティ特選団体」に

岩手にのへ✿おさんぽ日和
栗ひろいと金田一の古民家のあったか♪お話会
　金田一川のほとりにある森で栗ひろい。
　築 80 年の直屋造りの古民家で、秋の味覚のお食事
と、心に沁

し
み～るお話会。

　しっとりとした秋時間を愉
たの

しみましょう♪
期日　９月 19 日（土）日帰り
集合場所と時間　午前 10 時 20 分、ＩＧＲ二戸駅集合
料金　大人5,680円、子ども5,180円（交通費、昼食代、
体験料込み。二戸駅までの交通費は含まれません）
問い合わせ先　IGR いわて銀河鉄道観光（☎ 019-654-1489
平日午前９時～午後５時）※詳しい資料をお送りします

活動を実施。また「生きいき交流センター」を指定管
理者として運営） ▽浄門の里づくり協議会（住民自ら
が策定した「むらづくり計画」により「豊かで住みよ
い活力ある村づくり」を目指し、地域の環境整備、ホ
タルの里づくり、収穫祭などを実施） ▽岩誦坊クラブ

（地区の農家の後継者が、稲庭岳の素晴らしさを全国
に PR するため、季節に応じた各種イベントを開催）

▽下米沢自治会（平成 22 年「下米沢自治会地域づく
り計画」を策定。生活環境整備、防犯活動、地域の歴
史・文化資源の掘り起こしなど、住み良い地域づくり
を目指し世代間交流や祭の伝承活動を行う）
問い合わせ先　地域振興課（内線 322）九戸の乱 (1591) とつながり

がある古道「こわ坂」を整備
する奥山町内会の皆さん
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め
る
の
は
、
小
学
４
年
か
ら
３
年

に
な
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
時
代
、
キ
ー
ボ
ー
ド

入
力
を
早
く
か
ら
覚
え
る
よ
う
に
す
る
た
め

だ
と
さ
れ
る
。

　
ロ
ー
マ
字
は
ラ
テ
ン
語
を
表
記
す
る
文
字

だ
っ
た
。
外
国
人
が
日
本
語
を
写
す
た
め
に

母
国
語
の
つ
づ
り
と
発
音
を
援
用
し
た
か

ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
式
や
ド
イ
ツ
式
な
ど
数
種

の
ロ
ー
マ
字
が
生
ま
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
明
治
の
文
明
開
化
で
英
語
が

普
及
す
る
と
、
英
語
式
、
つ
ま
り
ヘ
ボ
ン
式

を
広
め
る
運
動
が
起
こ
る
。
１
８
８
４
（
明

治
17
）
年
、「
羅
馬
学
会
」
が
始
め
た
の
だ
。

山
川
健
次
郎
ら
海
外
留
学
組
の
東
大
教
授
ら

が
中
心
と
な
っ
た
。
列
強
に
追
い
つ
こ
う
と

急
速
に
西
洋
化
を
進
め
た
鹿
鳴
館
時
代
、
日

本
の
ロ
ー
マ
字
運
動
が
大
き
く
動
き
だ
し

た
。

　
し
か
し
こ
れ
に
敢
然
と
異
議
を
唱
え
た
一

人
の
人
物
が
い
た
。東
大
で
山
川
ら
に
学
び
、

助
教
授
に
な
っ
て
間
も
な
い
田
中
舘
だ
っ

た
。
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
っ
た
。
田
中
舘
が

78
（
明
治
11
）
年
に
東
大
物
理
学
科
１
期
生

と
し
て
入
学
し
た
こ
ろ
、
物
理
学
教
師
ユ
ー

イ
ン
グ
は
ロ
ー
マ
字
書
き
日
本
語
を
逆
さ
読

み
し
て
フ
ォ
ノ
グ
ラ
フ
に
記
録
。
そ
れ
を
逆

回
し
し
て
、
本
当
の
言
葉
を
出
さ
せ
る
実
験

を
し
、
日
本
語
の
音
韻
学
的
研
究
を
始
め
て

い
た
。

　

田
中
舘
は
最
新
の
実
験
と
理
論
に
よ
っ

て
、
日
本
語
と
ロ
ー
マ
字
の
表
記
法
に
強
い

信
念
を
抱
い
た
の
だ
。
田
中
舘
は
音
韻
学
の

立
場
か
ら
五
十
音
図
に
基
づ
い
た
「
日
本
式

つ
づ
り
」
を
考
案
し
た
。
日
本
式
の
命
名
者

は
、
弟
子
の
田
丸
卓
郎
で
あ
る
。

　

85
（
明
治
18
）
年
に
『
理
学
教
会
雑
誌
』

に
意
見
を
発
表
、
翌
月
は
「
発
音
考
」
を
、

さ
ら
に
12
月
に
総
会
へ
対
案
を
提
出
し
、
ヘ

ボ
ン
式
反
対
の
行
動
を
起
こ
し
た
。
29
歳
、

恩
師
教
授
ら
に
真
っ
向
か
ら
逆
ら
っ
た
田
中

舘
助
教
授
だ
っ
た
。
海
外
出
張
22
回
、
国
際

学
会
出
席
68
回
の
経
験
は
、
日
本
語
の
国
際

化
へ
の
思
い
と
、
日
本
式
ロ
ー
マ
字
へ
の
確

信
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
し
た
。

　
論
争
は
半
世
紀
続
い
た
が
１
９
３
７
（
昭

今
や
ら
ね
ば

田
中
舘
愛
橘
の
生
涯⑭

和
12
）年
、内
閣
が
交
付
し
た「
国
語
の
ロ
ー

マ
字
綴
方
統
一
」（
訓
令
式
）
こ
そ
大
筋
が

田
中
舘
の
考
案
し
た
日
本
式
で
あ
り
、
現
在

の
教
科
書
で
学
ぶ
ロ
ー
マ
字
だ
。

　

ロ
ー
マ
字
と
い
え
ば
田
中
舘
、
田
中
舘

と
い
え
ば
ロ
ー
マ
字
、
田
中
舘
は
47
（
昭
和

22
）
年
、
最
後
の
貴
族
院
で
も
ロ
ー
マ
字
の

演
説
を
し
た
。

（
菅
原
孝
平
＝
田
中
舘
愛
橘
会
副
会
長
、
二

戸
歴
史
民
俗
資
料
館
長
）

八戸ローマ字会
　「世に広く国字ローマ字広めつつ　いや栄えま
す日の本の国」。これは“ローマ字の母”と言わ
れる八戸の北村千代子（本名ちよ）が詠んだ歌だ。
北村は田中舘愛橘の親戚に当たり、1924（大正
13）年、「八戸ローマ字会」を結成し、普及活動
に奔走した。早くにローマ字の価値を知り、その
普及活動に半生をささげた生き方は、小学校の国
語の教科書にも紹介された。

【ミニコラム】　早くに価値知り活動

日本式ローマ字で書かれた田中舘愛橘の墓＝福岡
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～学びの広がるまちづくり、未来を拓く人づくり～

工作「コロコロが～れ」工作「おはなしびっくり箱」

今回は、金田一小学校の作品を紹介します

絵画「折爪岳の建物」

こしゃーる

小さな美術館

見て、作って、さわって
～放課後子ども教室～　

欠端なつみさん
（６年）

五日市桃
もも

花
か
さん

（４年）
髙橋　れいさん

（２年）

　７月 31 日、放課
後子ども教室の夏休
み企画「体験バスツ
アー」を開催し、児
童 36 人が葛巻町を
訪れました。
　午前中は、グリー
ンパワーくずまき風力発電所や畜ふんバイオマスガ
スプラントを見学。山の上にそびえ立つ風車を見上
げた子どもたちは、その大きさに圧倒されていまし
た。
　午後はアイスクリーム作りを体験。牛乳と砂糖、
生クリームをボールに入れ、冷やしながらひたすら
混ぜるとアイスクリームが完成。子どもたちは、新
鮮な牛乳を使った冷たいデザートを美味しそうに頬
張っていました。
　体験後は牛舎に向かい、牛たちとのふれあいの時
間。乳牛は牛や人に怪我をさせないよう角を切って
しまうことや、肉牛は生後 27カ月でお肉になるこ
となどを説明され、食べ物のありがたみを改めて考
えさせられる機会となりました。

先生の技に注目が集まります

槻陰舎きぼう塾
春風亭昇太さん　落語＆九戸城談義
　落語界きってのお城マニア
として知られる春風亭昇太さ
んを迎え、落語と九戸城に関
する講演会を開催します。市
内中学校２年生全員を対象と
したものですが、市民の皆さ
んも入場できます。なお入場
には整理券が必要です。席に
限りがありますので、ご希望
の方はお早目にお求めください。
日時　９月 17日（木）午後１時 50分～３時 30
分※午後１時 20分開場
場所　市民文化会館中ホール
定員　先着 60人（予定）
入場料　無料
整理券の配付について
　９月 10日（木）午前９時から、生涯学習課（市
役所４階）および浄法寺総合支所で配付します（１
人２枚まで）なお、整理券の取り置きや電話予約
はできません
問い合わせ先　生涯学習課（☎ 23-3483）

春風亭昇太さん
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市立図書館、浄法寺カシオペアセンター　今月の新刊とお知らせ

〈その他の新刊〉 ▽もっと遠くへ　私の履歴書（王
貞治著） ▽もう東京はいらない（日本経済新聞社編
著） ▽自閉症の僕の七転び八起き（東田直樹著） ▽

在宅ホスピスノート（徳永進著） ▽認知症・行方
不明者１万人の衝撃（NHK「認知症・行方不明者
１万人」取材班著） ▽こうして、世界は終わる（ナ
オミ・オレスケスほか著） ▽ローマ法王に米を食べ
させた男（高野誠鮮著） ▽首を整えると脳が体を治
しだす（島崎広彦著） ▽腰に負担のかからない介護
技術（根津良幸著） ▽オオカミがいないと、なぜウ
サギが滅びるのか（山田健著）

～はじめませんか、あなたの“宝”さがし～

高峰秀子かく語りき
高峰秀子　著

　大女優 vs 昭和の名士たち。24歳
から 78歳まで、総勢延べ 74名。高
峰秀子が昭和史にその名を刻む人々
と語り合った貴重な対話の記録。

ぼくたちに、
　もうモノは必要ない。

　　　佐々木典士　著
　モノを自分に最小限に減らす「ミニ
マリスト」という生き方。モノを減ら
すと、なぜか自分自身まで変わった。
人生が動き出す、モノが少ない幸せを
感じてほしい。

マイ・トレジャーズ

図書館情報

◆「敬老の日　読書のすすめ」
　　　　　　～心豊かに生涯読書～
　「本を読むと若くなる」といわれます。本を読む
ことが頭の体操になり、心の健康にも役立つからで
す。本と一緒に呼吸し、心を豊かに働かせましょう。

▽晩鐘（佐藤愛子著） ▽大原御幸（林真理子著） ▽

田園発港行き自転車（宮本輝著） ▽奇跡の人（原田
マハ著） ▽でんでら国（平谷美樹著）▽鹿の王（▽
上橋菜穂子著） ▽トットひとり（黒柳徹子著） ▽ば
んざいまたね（萩本欽一著）…ほか

◆市立図書館９月の行事
○第１回郷土史講座（3階視聴覚室）
　９月５日（土）　午後２時～
○かっこう読書会（３階視聴覚室）
　９月 16日（水）　午前 10時～
○三浦哲郎文学を読む会　（３階視聴覚室）
　９月 20日（日）　午後１時～

※市立図書館は蔵書点検のため、９月 24 日（木）
～ 10月１日（木）まで休館します。
問い合わせ先　市立図書館（☎ 23-3447）、浄法寺
カシオペアセンター（☎ 38-4117）

　「コーン
人形」は、
トウモロ
コシの皮
を素材に
した、手作
り人形の
ことです。

　小板橋祝子先生指導のもと、江戸時代の人物
やヨーロピアン風ドレスをまとった女性や子ど
もたち、ウサギやカッパをモチーフにしたキャ
ラクターなどを制作しています。

〈今月の休館日〉◎市立図書館…９月７、14、24～
10月１日（蔵書点検）、5日◎浄法寺カシオペアセ
ンター…９月７、14、24、28、10月５日

こんにちは！ です！コーン人形サークル

コーン人形サークル
会長　高瀬マリ子
会員数　10人
活動日　第１、３金曜日　午後１時～４時
　（講師指導あり）
場所　石切所公民館
問い合わせ、申込先　石切所公民館（☎23-3990）

豊かな表情を見せるコーン人形（手前）
いろいろな人形をつくることができます

　作った作品は文化祭に展示して、みなさんに
見ていただいています。
　随時会員を募集しておりますので、皆さんぜ
ひ一度体験、見学にいらしてください。
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「安全、安心なまちに」と願いをこめて
～署員が「福田人形まつり」に参加～

二戸警察署のぴかっとニュース

　二戸警察署（小野寺啓泰署長）
は８月 16 日、市無形文化財「福
田人形まつり」に参加し、「飲
酒運転撲滅」や「特殊詐欺撲滅」
ののぼり旗を掲げて地域の皆さ
んとともに地区内を練り歩き、
同地区の安全、安心を祈願しま
した。
　「福田人形まつり」は疫病退 交通事故（７月分）

人身事故　３件（24 件）
死　　者　０人（１人）
負 傷 者　３人（23 人）
物損事故 33 件（257 件）

（　）は１月からの累計

飲酒運転検挙者
（７月分）

７月は、ありませんでし
た。
１月からの累計　４人

（対前年比       ＋２人）

Go!
Go!!

散などを祈るまつりですが、署員も飲酒運転や特殊
詐欺の撲滅を願い、参加を決意したものです。
　御返地駐在所が二戸警察署に統合されて７年が経
ちましたが、地域の皆さんと汗をかきながら交流で
きたことは、大きな収穫でした。来年以降も継続し
ていきたいと考えています。

地域の皆さんとともに
安全を祈願しました

スローガン
「早めから　つけるライトで　消える事故」
①子どもと高齢者の交通事故防止
②夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通
事故防止
③全ての座席のシートベルトとチャイルドシート
の正しい着用の徹底
④飲酒運転の根絶

秋の全国交通安全運動

国体ダンス・二戸市バージョンが完成！
　希望郷いわて
国体ＰＲダンス

「わんこきょう
だいのうた」二
戸市バージョン
が 完 成 し ま し
た！ 市 内 の ス
ポ ー ツ 団 体 や、

ダンスキャラバン隊が訪れた幼稚園など 15 団体が参
加。キレのあるダンスでいわて国体を盛り上げてく
れました！なお映像は、動画投稿サイト「YouTube」
で「二戸　国体ダンス」と検索すると、視聴できます！
【参加団体】（順不同、敬称略）
まつのまるこども園／ちゃいるどスクール／二戸市剣道
スポーツ少年団／二戸演劇協会　ＬＯＶＥ　ＫＩＤＳ（ア
イキッズ）／福岡高校吹奏楽部３年生有志／カシオペア
カーリング協会／㈱夢実耕望相撲部＆選抜チーム／㈱阿
部繁孝商店野球部／二戸市観光協会＆商工観光流通課／

九戸政実武将隊／カシオペアＦＭ＆二戸
酒場放浪記／二戸市商工会青年部／カシ
オペア青年会議所／二戸市体育協会有志
／二戸市役所＆座敷わらしの亀麿くん

二戸演劇協会・LOVE KIDS（アイキッズ）の
皆さんも、力こぶで「おもっち」のポーズ

希望郷いわて国体１年前記念講演会
　いよいよ来年の国体本番まであ
と、約１年！第 71 回国民体育大会
二戸市実行委員会は、国体１年前イ
ベントとして、記念講演会を開催し
ます。事前申し込みは不要、入場無料ですので、
お気軽にご来場ください。
日時　９月 19 日（土）午前９時 30 分～ 11 時
場所　シビックセンター１階ホール
講師　全日本剣道連盟副会長兼専務理事
　　　福本修二さん
問い合わせ先　国体推進室（☎ 23-3113）

こくっち

こちらのQRコー
ドを読み込んで
も OK ！
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こ
ち
ら
編
集
室

私
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
、
今
回
の
市
民
文
士
劇
。

今
年
も
面
白
く
な
り
ま
す
。
チ

ケ
ッ
ト
は
お
早
め
に
お
求
め
く

だ
さ
い
▽
さ
て
、
９
月
は
お
祭

り
シ
ー
ズ
ン
。
私
た
ち
も
各
地

に
お
邪
魔
し
ま
す
。
晴
れ
る
と

い
い
で
す
ね
。
で
も
、
暑
く
な

る
と
き
っ
と
、
ビ
ー
ル
が
飲
み

た
く
な
る
ん
だ
ろ
う
な
あ
～
！

（
齋
藤
）

高
校
生
の
活
躍
、
素
晴
ら

し
い
で
す
ね
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
伺
っ
た
際
も
、
は
つ

ら
つ
と
し
て
い
て
、
話
も
的
確

で
面
白
く
、
感
激
し
ま
し
た
。

心
か
ら
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
、
と
伝
え
た
い
で
す
▽
暑
い

暑
い
…
と
思
っ
て
い
た
夏
。
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
去
っ
て
い
く

の
で
す
ね
。
皆
さ
ん
も
体
調
管

理
に
は
気
を
付
け
て
（
小
保
内
）

火災出動　　１件（６件）
救急出動　 110 件（747 件）

（　）は１月からの累計

■残暑が厳しく、熱中症にはま

だまだ注意が必要です。こまめ

に水分補給するなど、早めの予

防対策を心がけましょう。

火災・救急
（７月分）

人　口　28,614 人（－ 16）
うち男　13,526 人（－ 11）
　　女　15,088 人（－５）
世帯数　11,874 世帯（＋９）
出　生　14 人（男７・女７）
死　亡　30 人（男 14・女 16）
転　入　51 人
転　出　51 人

人の動き
（平成27年７月末日現在）

慶弔

 ※広報発行後に当番医が変更になる場合があります。
　当日の新聞などで確認してください。休日当番医

月 日
休日救急当番医

（午前９時～午後５時）
歯科当番医

（午前９時～正午）

９月

６日
小野寺クリニック

軽米町・☎ 46-2822

菅歯科

福岡・☎ 23-5161

13 日
おりそ内科循環器クリニック
福岡・☎ 22-2251

岩渕歯科医院

一戸町・☎ 32-2238

20 日
浄法寺診療所
浄法寺町・☎ 38-2021

ぽっぽ歯科クリニック

一戸町・☎ 31-1182

21 日
千葉耳鼻咽喉科医院
福岡・☎ 23-2009

ますだ歯科クリニック

石切所・☎ 26-8282

22 日
菅整形外科皮膚科クリニック
石切所・☎ 23-7311

沢藤歯科医院

堀野・☎ 25-4002

23 日
川村医院
福岡・☎ 23-3252

渡辺歯科医院

堀野・☎ 23-2052

27 日
いちのへ内科クリニック
一戸町・☎ 33-2701

窪島歯科医院

福岡・☎ 23-2425

10 月 ４日
齋藤産婦人科医院

石切所・☎ 23-2505

岩渕歯科医院

一戸町・☎ 32-2238

【お知らせ】献血日程の変更
　広報８月 15 日号 16㌻でお知らせした内容に一部変更がありました。
　９月 20日（日）の献血は、行いませんので、ご了承ください。
　なお、25 日（金）は予定どおり行います。
問い合わせ先　健康推進課（☎ 23-1313 内線 252）
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人
形
ま
つ
り

福
田
・
山
内
・
大
清
水
地
区

座・きんたいち

川又夏まつり

　
座
・
き
ん
た
い
ち-

納
涼

ま
つ
り-

は
８
月
８
日
、
金

田
一
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
周
辺
で
行
わ
れ
、
多
く

の
地
域
住
民
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
ダ
ン
ス
や
楽
器

演
奏
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
た
ほ
か
、

屋
台
販
売
も
充
実
。
人
び

と
は
踊
り
（
ナ
ニ
ャ
ト
ヤ

ラ
）
に
参
加
し
た
り
、
食

事
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
、
金
田
一
の

夜
空
を
照
ら
し
ま
し
た
。

 - 巻末特集 -　

  夏祭り、神楽

　
福
田
人
形
ま
つ
り
（
市
指
定
無
形
文
化

財
）
は
８
月
16
日
、
同
地
区
の
高
清
水
稲
荷

神
社
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
住
民
ら

は
麦
わ
ら
で
作
っ
た
男
女
２
体
の
人
形
を

乗
せ
た
台
車
を
引
き
な
が
ら
５
㌔
ほ
ど
集

落
を
歩
き
、
最
後
は
体
の
悪
い
所
に
こ
す
り

つ
け
た
せ
ん
べ
い
な
ど
と
一
緒
に
安
比
川

へ
流
し
ま
し
た
。
同
神
社
責
任
役
員
の
田
中

勝
二
さ
ん
は
「
今
年
は
天
気
も
良
く
、
参
加

者
も
多
く
に
ぎ
や
か
。
地
域
住
民
の
無
病
息

災
を
祈
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、
浄
法
寺
町
山
内
地
区
、
大

清
水
地
区
で
も
人
形
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
悪

虫
退
散
や
家
内
安
全
を
願
い
ま
し
た
。

　
山
内
地
区
は
、
常
会
（
蛇
口
勉
会
長
）
の

男
性
陣
が
稲
わ
ら
で
男
女
２
体
の
人
形
を
制

作
。
太
鼓
や
鐘
の
音
を
響
か
せ
、
人
形
を

担
ぎ
な
が
ら
地
域
内
を
練
り
歩
く
と
、
子
供

た
ち
が
お
菓
子
の
入
っ
た
袋
な
ど
を
人
形
に

吊
る
し
ま
し
た
。
他
方
、
大
清
水
地
区
は
地

域
住
民
が
手
際
よ
く
男
女
２
体
の
人
形
を
作

成
。
行
列
が
家
の
前
を
通
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
が
人
形
に
お
菓
子
を
ぶ
ら
下
げ
て
い

ま
し
た
。
大
清
水
常
会
の
三
浦
一
人
会
長
は

「
お
菓
子
を
ぶ
ら
下
げ
る
の
は
、
厄
を
持
っ

て
行
っ
て
も
ら
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。年
々
子
ど
も
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、

何
と
か
続
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

人
形
ま
つ
り
の
最
後
は
ど
ち
ら
も
、
人
形
と

供
え
物
を
燃
や
し
、
厄
を
払
い
ま
し
た
。

１
／
「
ヤ
レ
ヤ
レ
」
と
元
気
な
掛
け
声
で
集
落
を
歩
く

子
供
た
ち
（
福
田
）　
２
／
お
菓
子
袋
を
吊
る
す
様
子

（
山
内
）　
３
／
手
際
よ
く
人
形
作
り
（
大
清
水
）

１

２

３

ナニャトヤラを踊る保存会の皆さん、住民、亀麿くん

　
川
又
振
興
会
（
穂
積
清
司

会
長
）
は
８
月
16
日
、
夏

ま
つ
り
を
開
き
ま
し
た
。
同

団
体
は
「
川
又
の
村
お
こ
し

土
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
、
昨
年
か
ら

収
穫
祭
な
ど
地
域
の
親
睦

を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
帰

省
し
た
地
区
出
身
者
に
喜

ん
で
も
ら
お
う
と
祭
り
を

計
画
。
手
づ
く
り
の
流
し

そ
う
め
ん
な
ど
、
会
場
は

大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

子どもたち大騒ぎの流しそうめん
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深山神社神楽
呑香稲荷神社神代神楽と共演

上米沢 天満宮例大祭
　
深
山
神
社
神
楽
（
同
保
存
会

新
毛
誠
一
会
長
）
の
発
表
会
は

８
月
22
日
、
同
神
社
神
楽
殿
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は

「
番ば

ん
楽が

く
」「
三さ

ん
番ば

ん
叟そ

う
」「
虎と

ら
の
口く

ち
」、

大
人
は
「
権ご

ん

現げ
ん

舞ま
い

」
を
そ
れ
ぞ

れ
披
露
。
新
毛
会
長
は
「
子
ど

も
た
ち
も
今
日
の
発
表
に
向

け
、
５
月
頃
か
ら
練
習
し
て
き

た
。成
果
を
見
て
も
ら
え
た
ら
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
、
呑
香
稲
荷
神

社
神
代
神
楽
保
存
会
が
招
か

れ
、「
禊

み
そ
ぎ

祓は
ら
い

舞ま
い

」「
鶏と

り

舞ま
い

」
を

披
露
。
同
保
存
会
足
澤
忠
雄
さ

金田一まつり

山車を引く参加者（米沢地内）

 - 巻末特集 -　

  夏祭り、神楽

　

上
米
沢
の
天
満
宮
例

大
祭
（
天
満
宮
祭
典
実
行

委
員
会
主
催
）
は
８
月

22
、
23
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
22
日
は
天
満
宮
境
内

な
ど
で
神
事
、
山
車
祈
と

う
を
行
い
、
祭
の
成
功
を

願
い
ま
し
た
。
23
日
に
は

山
車
が
地
区
内
を
練
り

歩
き
、
子
ど
も
た
ち
が
元

気
な
声
や
太
鼓
の
音
を

響
か
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

市
無
形
文
化
財
で
あ
る

上
米
沢
鹿
踊
り
保
存
会

が
、
二
戸
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
舞
を
披
露
。

買
い
物
客
か
ら
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

「ヤレヤレ」と掛け声をかけながら太鼓をたたきました

　

金
田
一
ま
つ
り
は
８
月
21
日
～
23

日
、八
坂
神
社
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
日
と
も
小
雨
降
る
中
、
み
こ
し
渡
御

（
還
御
）
お
よ
び
山
車
運
行
が
行
わ
れ
、

沿
道
の
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

山車を引く男衆

ん
は
「
互
い
の
神
楽
が
コ
ラ
ボ
レ
ー

ト
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
無
い
こ

と
。
交
流
を
深
め
る
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
」
と
、感
慨
深
い
様
子
で
し
た
。

息の合った小太鼓衆

呑香稲荷神社神代神楽保存会「鶏舞」 深山神社神楽保存会「虎の口」



高校生快挙 !
Congratulations!

１／入賞を喜ぶ岸井君（左）と大崎君　２、３／コンテストの様子（同校提供）

　第 15 回高校生ものづくりコンテスト東
北大会は７月 31 日行われ、県立福岡工業
高校電機情報システム科３年の岸井幸

こう
河
が

君
と大崎廉

れん
成
せい

君が出場。それぞれ３位入賞を
果たしました。
　制限時間内に課題に沿った電気配線工事を
行う「電気工事部門」に出場した岸井君は「練
習では時間ギリギリということもあったが、
本番は余裕をもって作業を進められた。状況
に応じた対応力も求められたが、出来栄えは
よかったと思う」と話し、プログラミング技
術や設計力を競う「電子回路組立部門」に出
場した大崎君は「緊張もあったが本番はアク
シデントもなく、冷静に取り組むことができ
た」と、それぞれ達成感をにじませました。
　同校は東北大会への出場権がかかる県大
会を２連覇中。岸井君、大崎君は「後輩に
はぜひ県大会３連覇を目指し、全国大会へ
出場してほしい」と、エールを送ります。

福岡工業高校、
東北大会で３位入賞
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　このほど開かれた学生書道のグランプリ
第 20 回全日本高校・大学生書道展で、県
立福岡高校が「高校団体の部」最優秀校に
選ばれました。同校は３月ごろから精力的
に制作に励んだ書道部員の作品など 249
点を出品。多数の作品が高い評価を受け、
他の強豪校を圧倒。全国の頂点となる最優
秀校の栄誉に輝きました。書道部長の荒谷
めぶきさん（３年）は「受賞が決まった時
はうれしくて、みんなで感極まった」と、
喜びに湧いたその瞬間を振り返りました。
　また個人の部は、最高位の書道展大賞を
宮澤美

み
沙
さ

季
き

さん（３年）、山口穂
ほ

乃
の

果
か

さん
（２年）が受賞。宮澤さんは「書いた後吊る
して見るなど、特にバランスや配置に気を
配った」と、山口さんは「これまで先輩方
の入賞をみてきて、自分も頑張らなきゃと
思った。大賞を受賞しびっくりしました」と、
それぞれ晴れやかな笑顔で話しました。

１／授賞式後の記念撮影　２／左から書道部顧問
の丸若礼子先生、宮澤さん、荒谷さん、山口さん
３／受賞作品と並ぶ山口さん（１、３は同校提供）

福岡高校、
全日本書道展で「最優秀校」

１

１

２

２３

３


